
1 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

ご挨拶 会員及び支援者の皆様へ     大類 善啓 森 一彦  2 

満蒙「開拓」団史を次の世代に伝えたい  胡桃沢 伸  3 

「方正友好交流の会」のこれから   滝永 登   28 

平和と感謝の架け橋             池田 澄江   31 

―2025年「中国帰国者・日中友好の会」ハルビン感恩の旅 

残留孤児 願う日中友好          東京新聞   33 

満洲進出の歴史から見る「パレスチナ問題」と日本 木村護郎 クリストフ 

―『中学生から知りたいパレスチナのこと』を読んで     34 

胡桃沢さんの講演を聴いて        井出 亜夫  36 

満蒙「開拓」団史を如何に次世代に伝えるか  星野 郁夫  38 

胡桃沢伸さんのお話から教えられたこと 

中国東北部に満洲の埋み火        田中 洋一  40 

「いのち輝け 二度とない人生だから」（蓼沼紘明著） 椎名 鉄雄  46 

～私の日本国憲法「ともいきの日記」～ 

青年“劉芳生”の行方を探して１６年、真相判明の軌跡 長谷川 清司  48 

――「ハルビン大陸学院」と井芹貞夫・劉書卿夫妻 ―― 

引間政好君を偲ぶ         新宅 久夫  55 

有馬東洋男さんの思い出    増野 亨  57 

大類善啓 方正日本人公墓で講演 日中友好協会東葛飾支部ニュース  58 

ご報告       事務局   61 

「方正友好交流の会」へのお誘い   事務局   62 

 

 



2 

 

「星火方正」40号がなんとか発行できました。感謝！ 

改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

理事長 大類善啓 

皆さまのあたたかいご支援ご協力で、遅ればせながらも会報40号が発行できましたこと、

感謝申し上げます。昨 2025年の 10月３日、厳しい局面にある本誌の今後の在り方につい

て、いつもの会報発送業務などを行う8名ほどの人間が集まり、協議いたしました。 

大類から、支援者からの言葉として「やはり紙媒体として発行すべきだ。電子媒体だと年

寄りは見ないだろう」という意見を紹介して、参加者の意見を求めました。結論として、な

んとか紙媒体として発行していこうという結論に達しました。 

私としては、会員から寄せられた「なんとか発行を継続してほしい」という意見に応えら

れて良かったと思っております。新聞記事の転載はクルド人差別や少数派の人たちへの排斥

などを取り上げ、それなりの評価を受けていましたが、大幅に減らすようにいたしました。

また紙の質を下げるなどをして、高齢者会員の減少などのマイナス要因を除去して発行し、

なんとか危機を乗り越えていけそうだと思いました。 

今後も、柔軟に対応し、内容ある会報を皆さまに届けていきたいと考えております。どう

ぞ、よろしくご支援、ご協力をいただきたいと思っております。 

今後もご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

   

 

 

事務局長 森 一彦 

 

皆様にはご心配をおかけしましたが、会報40号を無事に発行することができました。 

ご支援いただいた皆様、ありがとうございました。 

今号、本文はモノクロとし、ネット印刷を利用することで、印刷費を従来の約半分と大幅

に削減することができました。その分、入稿手前での私たちの作業は増えましたが、何とか

乗り切りました。 

無理をすれば、年２回の会報発行に戻せるかもしれませんが、無理をせず年１回の発行と

してできるだけ長く続けたいと考えております。 

次号41号の発行は、１年後を予定しております。皆様からの原稿は、本年９月中をめど

にいただければと思います。講演会の企画も、募集中です。 

今後とも、よろしくお願い申し上げます。    
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満蒙「開拓」団史を次の世代に伝えたい 

胡桃沢 伸 

 

《解説》本稿は、2025年7月13日（日）に東京の日本教育会館にて開催された方正友好交

流の会主催の講演録である。 

 

講演していただいたのは、胡桃澤伸（くるみざわ・しん）さん。胡桃沢さんは精神科医と

して1995年に神戸大学で勤務を開始され、また劇作家として「くるみざわしん」の筆名で

2007年から作品を発表されている。著書には、『精神医療連作戯曲集 精神病院つばき荘／

ひなの砦』『反核・反被爆連作戯曲集 同郷同年/蛇には、蛇を』（いずれもラグーナ出版）

がある。 

胡桃沢さんは、中国に侵略した「満州移民」に加担した祖父を語る活動を続けており、岩

波書店「世界」2024年9月号には 「『加害責任』の世代間伝播」を掲載。祖父の軌跡を追っ

たドキュメンタリー『沈黙の奥底～河野村分村が問いかけるもの』（信越放送）が 2024年

に放送されている。同番組は第62回ギャラクシー賞奨励賞を受賞し、YouTubeでも配信さ

れている。 

 当日は、来場・オンライン合わせて160名の方々が参加した。とりわけ嬉しかったの

は、若い大学生たちの参加だった。司会進行は森一彦（本会の理事・事務局長）、ズームで

の視聴などは理事の中島俊輔が担当した。            （大類善啓記）                       

 

 

講演会ではまず、『あなたのいない村 ～満蒙開拓を語り継ぐ～』(信越放送)を上映した。 

 

（放送日2017年7月26日、

以下、信越放送ホームページ

から放送時の紹介文） 

＜満蒙開拓に翻弄され、その

歴史を語り続けた人生だっ

た。2年前、79歳で他界した

野中章さんは、9歳のとき満

蒙開拓団として一家9人で満

州へ渡り、晩年は、語り部と

して過酷な戦争体験を伝えて

きた。 

今年3月、その体験が朗読劇として上演された。少年時代の記憶を、公募で集まった村の小

中学生16人が演じるもので、3ヶ月余り稽古を重ねてきた。 

企画と運営に携わった阿智村職員の大石真紀子さん（33）は、当時の行政資料を紐解き、開

拓団送出の真実を追っていた。阿智郷開拓団が満州へ渡ったのは、1945年5月。なぜ、戦
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況の悪化していた時期に、村は村民を送り出したのか。脚本を担当した劇作家の胡桃澤伸さ

ん（50）は、満蒙開拓平和記念館が記録していた証言映像をもとに、逃避行や収容所生活と

は別の体験に着目していた。劇のタイトル『たんぽぽの花』にこめた思いがあった。 

体験者が少なくなり、戦争の記憶が風化していくなか、戦争を知らない私たちは、満蒙開拓

をどう受け止めて、どのように伝えていけばいいのか。語り継ぐ言葉を見出そうとする彼ら

の日々を追った。＞ 

 

 

（上映後、胡桃澤さんの講演が始まった。） 

司会：それでは胡桃澤伸さんにお話しいただきます。よろしくお願いいたします。 

 

祖父のこと 

胡桃澤です。方正の会のことは以前

から存じ上げていました。『星火方正』

も、時々、読んでおりました。この会か

らは、中国と日本の友好を守りたいと

いう意志がはっきりと伝わってきま

す。方正の会も会員の高齢化により、継

続方法を模索されているのですね。こ

の会で、今回、何をどう話そうか、ずい

ぶんと考えました。 

先ほど観ていただいたドキュメンタリー『あなたのいない村』についてお話する前に、お

話ししておきたいことがあります。僕がここに呼ばれたのは、僕の祖父のことがあるからで

すよね。ご覧いただいたドキュメンタリーには出てきませんでしたが、僕の祖父は、ドキュ

メンタリーに登場した阿智村と同じ伊那谷にあった、河野村という村の村長を戦争中にし

ていました。戦後に隣村と合併して、豊丘村という名前に変わっています。 

ドキュメンタリーに登場した野中さんが証言のなかで、何度も説得に来られて父親はと

うとう腰を折ってしまって、満州に行くことに決めたというふうにおっしゃっていましたよ

ね。僕の祖父は野中さんの父親の腰を折る役目をやっていたわけです、村長として。それで、

うちの河野村からは、100人を超える人たちが植民地満州に渡って分村を作って、敗戦間近

に成人男子は招集令状がきて出兵していて分村におらず、残っていた高齢の男性、あと女性、

子どもたちが集団死しました。亡くなった方は 70名を超えています。翌年にその知らせが

うちの祖父のもとに届きまして、祖父は首をつって死んでしまった。僕はその経緯を知らな

いまま大人になり、37歳で知って、仰天して、以来ずっとそのことを考えているわけです。 

このことを知った 37歳の頃、僕は精神科医になって 10年ほどたっていました。阪神淡

路大震災があった1995年に神戸で精神科医として働き始めました。こころのケアっていう

言葉が世の中で言われ始めたときに医者になって、その中心地にいたので、トラウマ（心の

傷）のことはわかっているつもりだったんです。ところが、自分の祖父のこと、自分の村の

ことを知らなかった。いったいこれはどういうことなんだろう、どうしたらいいんだろうと



5 

 

考えざるを得ませんでした。 

 

阿智村村民劇プロジェクトとの出会い 

「考える」と先ほどから繰り返していますが、これはどういうことかといいますと。ここ

にも当事者の方いらっしゃると思います、満蒙「開拓」団の関係者の方。当事者っていうの

は四六時中頭からそのことが離れないのです。当事者じゃない方がこういう会に来て話を聞

いて、2時間ここにいて家に帰ったら別のことを考えますよ、当然ね。それは当たり前です。

それでいい。でも、当事者っていうのは、終わった後も考え続けるわけです。私だったら、

今日の話これでよかったかな、よくなかったかなと、明日も考えて明後日も考えてその後も

ずっと考え続けて、終わらないわけです。これが苦しいですね。 

ところが僕も当事者になってからなのですが、なってからっておかしいですね、気がつい

てからこのことを考えていますけど、それでも自分のこと、毎日のことで精一杯ですよ。日々

仕事はありますしね。友達付き合いとかいろんな付き合いがあって、このことを考えなくち

ゃいけないなと思ってもなかなか考えられない、人とも話せない。なんとか暮らしていくの

でやっぱり精一杯。でも頭からは離れない。忘れない。だから考えてしまう。 

僕は演劇をやっていましたから、「満州」のことを脚本に書いて、お芝居を上演して伝え

たいっていう想いはあった。でも、その一歩を踏み出すってことができなかった。それがで

きたのは、いま観ていただいたドキュメンタリーにあったように、2016年に阿智村村民劇

プロジェクトというのを、阿智村中央公民館が中心になって始めて、私に声がかかったから

なんですよ。声かけてくれなかったらやっていないです。 

このプロジェクトは僕がやりたいって言って始まったわけじゃないのです。僕のような当

事者は伝えたい、伝える方法を何とか見つけたいという気持ちがあっても、そのチャンスは

誰かが働きかけて場所を作ってくれないとなかなか実現しない。今日のこの会もそうですよ

ね。大類さんからお声かけいただいて、方正の会の方々がこういう場を設定してくださった

から僕はこうして話ができるわけです。当事者っていうのは、なかなか動き出せない。だか

らこそ出会いが大事です。一緒にやってくれる人、助けてくれる人がいて初めてできる。一

人ではなかなかできません。 

今からこの、阿智村村民劇プロジェ

クトのお話しをしようと思います。村

民劇プロジェクトの活動の記録は、イ

ンターネットに今もホームページが

残っておりますので、家に帰ってから、

ぜひ見てください。 

2016年の秋から活動と資料には書

いてあるのですが、最初に僕に連絡が

あったのは秋前だったと思います。夏

を過ぎたところに、映像に出ていまし

た大石さんという方から、来年の春に上演したいから胡桃澤さん手伝ってくれませんかとい

う連絡がありました。これがどういうことか、わかりますでしょうか。上演までに半年ない
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んですよ。このスケジュールで連絡してくるかと思って、ちょっと頭がクラクラっときまし

たが、せっかくの機会だから一歩踏み出さなきゃと思って引き受けたわけです。 

村民劇プロジェクトの中心人物 

そんな経緯で関わりが始まりまして、さきほど、ドキュメンタリーを観て、子どもたちの

姿を観たら、あらためてね、楽しかったなあと胸が温かくなりました。とにかく楽しかった。

すごく楽しいプロジェクトでした。こういう楽しいことが、どうやってできあがったのかを

考えてみたいです。やっぱりそう簡単に、何もないところから出来上がっているわけではな

いのです。 

このプロジェクトをやろうと動き出した中心人物は2人ですね。1人は番組に登場してい

ました大石さんという公民館の役場職員です。出身はどこだったでしょうか。ドキュメンタ

リーのなかでナレーションが言っていたのですが、皆さん聞いていらっしゃいましたか。

（会場から返答あり）そう、東京ですね。大石さんは東京出身で、今は阿智村で役場職員を

やっています。 

もう一人、子どもたちに演技のアドバイスをしている女性が登場していましたね。二川舞

香さんです。二川さんも、確か関東のご出身の方です。村おこし協力隊で、阿智村に入って

いまして、今も阿智村にいらっしゃいます。 

皆さんがどう思われるかわかりませんが、この番組ですごいなと思うのは、村役場の職員

が顔を出して実名で出ているというところです。大石さんはりきまずに、そういうことが軽

やかにできる人でした。 

大石さんが去年ぐらいから戦争のことを考えるようになったと、ドキュメンタリーの中

で言っていましたけど、去年ぐらいって何年のことだと思いますか。村民劇プロジェクトが

2016年ですから、去年というのは2015年。何があったでしょうか。2015年、安保法制が

あったんですよ。集団的自衛権を閣議決定で容認するというとんでもない出来事があって、

あの時に僕は東京にいて、阿智村で農道をトラックでデモした人たちがいるっていうニュー

スを読みました。阿智村にすごいのがいると思っていたのです。そうしたら、そのデモを企

画していたのが大石さんたちだったのです。大石さんが番組の中で、国全体が戦争に向かっ

てゆくときに自分は何ができるのだろうか、という問いかけをしていましたね。あれは架空

の問いかけじゃないんです。安保法制が成立するときに、自治体職員として恐怖を感じたん

じゃないでしょうか。そういう問題意識も背景にあって、この村民劇プロジェクトが動いて

いました。 

なんだか皆さん、すごく真面目に聞いてくださっているので、僕が緊張してしまいますけ

ど（笑）、そういうことでした。 

で、声だけの登場でしたけど、野中さんにインタビューしている方がいらっしゃいました

ね。女性でした。誰だか分かる方はいらっしゃいますか。いたらすごいですけど。皆さん満

蒙開拓平和記念館に行かれたことはありますか（会場：「あります」「ありますよ」）。ありま

すね、そこに三沢亜紀さんっていう事務局の方がいらっしゃるのです。野中さんにインタビ

ューしていたのが三沢亜紀さんです。三沢亜紀さんも長野の人じゃないんですよ。広島の御

出身です。長野県の下伊那谷に来てみたら、これだけたいへんな歴史なのにどうして地元の

人が知らないのだろうと不思議に思った、とおっしゃっていました。外からやってきたこう
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いう人たちの力があって動き出したのが、この阿智村村民劇プロジェクトでした。 

 

地域でつくるということ 

脚本を書いてくれませんかということで僕に声がかかったんですけれど、僕は脚本を書く

ことをお断りしました。それはなぜかといいますと、みなさんはお芝居を書いたことはあり

ますか?……ないですよね。僕は何度も書いているから経験しているんですけど、自分が書

いた脚本を役者さんが覚えて、稽古場とか舞台で演じてくれるって、すごく嬉しいんですよ。

自分の書いた言葉を人が喋っているのを見ると、本当に嬉しくて興奮します。それがさらに

お客さんに伝わって、お客さんが笑ったり、泣いたり、う～んって唸って考え込んだりする

と、もうね、やめられないっていう感じになるんですよ（笑）。このやめられないっていう

感覚を、阿智村の人達に味わってもらうことが大事だと思いました。だから、子ども向けの

脚本は難しいから僕が書きますけれど、その他の脚本は村の人が書いてくださいって言った

んです。そうしたら大石さんが、分かりました、1本は私が書きますとなりました。で、も

う2本作ろうっていうことになって、じゃあ、書く人をどうしますって言ったら、図書館に

よく本を借りに来ているあの人と、役場のあの人はきっと書いてくれるでしょうってスカウ

トするわけです。いやはやすごいものだなと思っていましたけど、地域でつくるっていうの

はこういうことだなと思いました。 

出演者も子どもたちは公募ですけど、大人はたぶんあの人は出てくれる、あの人が照明を

手伝ってくれる、目星をつけてチームを作っていくって具合で、なんというのか、まさにア

ットホームでしたね。 

子どもたちはやりたいっていう感じの人達が集まってきました。小学生から中学生まで

16 人。先ほどのドキュメンタリーに出ていた金田君は中国帰国者3世でしたね。あと、ア

フリカをルーツにした子どもさんもいました。海外青年協力隊でアフリカに行っていた方が

結婚して帰ってきていらして、アフリカのルーツの子どもさんもいるのです。阿智村は、長

野県の山の中ですけど、多文化です。実際に集まってみたらそういう子どもたちだったので

すね。それから、子どもだけでは無理ですよね。家族の方々も協力してくださって、温かく

サポートしてくださいました。 

 

何を伝えるのか？吟味する 

私は子どもたちが出演するお芝居の脚本を書くことになり、何を題材にするかを考えな

くちゃいけなくなったんですけど、僕は野中さんのことを以前から知っていましたから、阿

智村でお芝居を作るんだったら、野中さんの証言に取り組みたいと思っていました。で、問

題になるのは、野中さんの体験の何を伝えるのか、ということです。それを資料1枚目の右

側の上に書いたのですけど、ここが、次の世代に満蒙「開拓」をどう伝えるかを考えるとき

に、参考にしていただきたいところです。 

満蒙「開拓」の何を伝えるのか。それは、たくさんの要素がある中で、どれを選ぶのかと

いう選択の問題です。この選択を行わないで、漫然と、伝えたいという思いだけで書いたり、

語ったりしてもうまくゆきません。 
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こういうことがありました。これは脚本の書き手として大石さんが声をかけてくださっ

て、役場の職員の方が一人来たんです。じゃあ早速書いてみましょうということになり、そ

の人は一生懸命調べて、書きたいことを見つけて、こんなのを書きますというプランを出し

てきた。ここまでを短時間で実現した時は驚きました。普通の劇作講座だと半年かけるとこ

ろを一カ月ほどでしてしまいました。で、そのプランでは、まず最初のシーンで、農家の家

族が暮らしている。そこに村の職員がやってきて満州に行こうと説得する。家族が話し合っ

て満州に行くと決断する。満州に渡る。向こうで生活が始まる。敗戦がある。敗戦後の逃避

行がある。日本に帰ってくるっていう、すごく長いストーリーをどうしても考えちゃう。全

部を入れようとするとそうなる。でもそれを上演したら、1時間じゃ終わりません。たぶん

4、5時間ぐらいかかって、やるほうも大変だし、観ているお客さんも疲れちゃう。稽古も

できない。そして、そんなに長いとね、お客さんはどこ見ていいのかわからないっていう風

になります。どこ見ていいかわからない。盛り込み過ぎて、伝わらない。お芝居の作り方と

して、こういう時は、たくさんの要素を書きだして、どんな要素があるのかをピックアップ

して、どれを選んでどれを捨てるか、どこを削るかを吟味する必要があります。 

 

で、満蒙「開拓」にどんな要素があるのかを、僕なりにざっとリストアップしてみました。

思いつくままにざっと書いてみたら15個あったんですけど、もっとたくさんあると思いま

す。①は農村の貧困ですね。ブラックマンデーがあって世界恐慌による絹の値段の暴落があ

る。この農村の貧困を満蒙「開拓」の原因にあげる人がいますが、それは間違いですね。貧

しい人たちを国の都合のいいように利用するという姿勢が原因です。その姿勢を当然のもの

として疑問に思わない人は、農村の貧困が満蒙「開拓」の原因だと言います。国策の間違い

を、貧しい農民に押し付ける考え方ですね。貧しい農民は、確かにたくさんいましたが、貧

しくても満蒙「開拓」に行かなかったひとはたくさんいます。満蒙「開拓」は貧しい農民に

狙いを定めて、国が勧めた「国策」ですね。差別であり、棄民です。「国策」に差別がり、棄

民があった。その点まで含めて、満蒙「開拓」と農村の貧困を論じないと、肝心なところは

伝わりません。 

②は地主制度。農民が土地を持てない。土地を持てない次男、三男が大勢いた。③は国家

主義。天皇制ですね。昭和天皇は「満州」への「移民」を推し進めた。責任は取っていませ

ん。④は国・県による自治体への介入。国の政策に従えという説得ですね。⑤は侵略・軍国

主義。これは軍の力を当てにして中国の方から土地を取り上げて「満州」ができました。今、

パレスチナ人の土地にイスラエルの人達が、軍事力を後ろ盾にして入植していますね。あれ

と同じことを満蒙「開拓」と称して、日本はしていたわけです。 

⑥が植民地主義。これは、先ほどのドキュメンタリーのなかで、野中さんの証言にありま

したね。子供の時、現地の人の家に遊びに行ったら土の中で暖かかったと言っていましたね。

かつ、そういう人たちを「奴隷」にして使っていたと。野中さんは「奴隷」という言葉を使

って、この問題をはっきり指摘しています。自分たちに都合よく現地の人たち、その人達の

財産を使ってしまう、植民地主義によって「満州」は出来上がっていた。五族協和はウソだ

ったわけです。⑦が棄民。民を棄てることですね。敗戦後、日本政府は現地定住政策を指示

しました。満蒙「開拓」の「開拓民」の人たちは現地に留まれと指示を出しています。送る

だけ送って、送り返すことはしなかった。どちらも棄民です。 
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⑧が逃避行・越冬。これも野中さんの証言の中にありました。妹さんが冬に収容所で亡く

なったと言っていましたね。厳しい寒さのなかで、感染症が流行って、たくさんの人が亡く

なっています。⑨が集団死。敗戦後、日本に生きて帰ることをあきらめた人達が集団で自殺

しています。⑩子殺し。ドキュメンタリーの最初のほうで、学生たちの前で野中さんが、軍

人が子供を殺せって言ったと話していましたね。泣くとその声が敵に聞こえてしまうから、

子供を実際に殺してしまった。⑪が性被害。これは野中さんが証言のなかで、お姉さんが「私

が残るから」といって、中国の人の家に入ってもうそれで生き別れで二度と会えなかったと

言っていました。あれは女性が戦争でどういうふうな目にあうのかを示していると思います。 

次に⑫は帰国後の生活苦。これも野中さんの証言にありました。「乞食が来て寝とる」と

言われて、子供の野中さんはショックを受けている。せっかく生きて帰ってきたのに、なん

で帰ってきたんだ、という態度を取られて、温かく迎え入れてもらえなかった。⑬が残留孤

児・残留婦人。日本政府は 12歳で線引きをして 13歳以上は自分の意思で中国に残ってい

るんだということと決めて、勝手に残留婦人にしてしまった。自分の意志で残ったんだから、

国に責任はないと主張しました。女性たちの国籍を奪ってしまったわけです。 

⑭国の責任回避。戦後も国は満蒙「開拓」の責任を認めていません。そして、⑮送り出し

た側の無反省。責任を回避したのは国だけではありませんでした。送り出した側の人たちが

戦後も自治体や地域の有力者として残り続けました。戦中に自分がやっていたことは認めず、

戦後の日本に素早く適応してしまう人たちがいました。それが送り出した側の無反省です

ね。 

僕が子供の頃の長野県知事は西沢権一郎という人です。戦中は拓務課にいて、満蒙「開拓」

を推進する側の役人だったわけです。ところが、戦後は知事になりました。僕の村にも海外

犠牲者慰霊碑があるんですけど、その碑に西沢権一郎さんが「慰霊碑」って文字を書いてい

るんですよ。自分が戦中にやったことに対する説明、謝罪は一言もありません。にもかかわ

らず、「慰霊碑」と文字を書いている。僕は憤りを感じますね。なぜあんな人が海外犠牲者

慰霊碑の碑に「慰霊」と書けるんだろう。なぜそういう人に字を書いてくださいと頼んでし

まうのだろう、と思います。これは送り出した側の無反省、そしてそれを受忍してしまって

いる、いや受忍っていうとへんですね、受け容れてしまう現状があります。 

こういうふうにたくさん要素があります。皆さん、どうですか。僕が今いくつか挙げまし

たけど、もし皆さんが満蒙「開拓」についてお芝居なり、ドラマなりを作るとしたら、この

なかのどれに取り組みますか。あるいは誰かに満蒙「開拓」の話をするとき、どの要素を中

心にしますか。今ここで言っていただかなくてもいいですけど、ちょっと考えてほしいな。 

 

問いを投げかけること 

満蒙「開拓」のどの要素を伝えるのか。それを僕はこの村民劇プロジェクトで、子どもた

ち 16人にお芝居を作るときにすごく考えたんです。子供たちが数カ月練習して、人前で発

表するわけですから、責任があります。で、どの要素を選んだらいいかを考えた末に、子ど

もたちに一番響くのは野中さんの帰国後の体験じゃないかなと思ったんです。帰ってきた後

の野中さんの暮らしぶり、預けられた先の家でね、夜中にそこの家の人が「乞食が来て寝と

る」と言っているのが聞こえた時の野中さんの気持ち。家が貧しくて、白いお米のお弁当が
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持っていけなくて、茹でたジャガイモ

しかなくて、それを学校に持って行っ

て食べなくちゃいけなくなった時の野

中さんの気持ち。それは子どもたちに

通ずるだろうと思ったんです。 

子供たちに野中さんの辛さをわかっ

てもらいたいというのはあるんです

が、それだけじゃなくて、同じような

ことが広く世界のあちこちで今起きて

いる。戦争によって難民になった人たち、子どもだけじゃなくて大人も、戦争や差別や公害

や災害で暮らしが破壊されて逃げなくちゃいけなくなった人たちがしている体験と、つなが

るものとして、戦争から生きて日本に帰ってきたにも関わらず、つらい生活が続いた野中さ

んの経験に焦点をあてました。 

取り上げると決めたあと、ただ脚本に書いて、ハイやってくださいって渡すだけでは足り

ないだろうと思ったんです。だから、子どもたちの稽古に参加して、野中さんのことをお話

しして、子どもたちに質問を投げかけたんです。「野中さんは学校で茹でたジャガイモを机

の下に隠れて食べるときにどんな味がしたでしょうか。みんなどんな味がしたと思う」って

聞きました。そしたら子どもたちからハイハイって手すぐに上がってね。いろんな答えがあ

りました。この質問の大事なところはね、どんな答えをしてもいいっていうことですよね。

味がしなかった、しょっぱかった、なんでもいいじゃないですか。やっぱり美味しかったで

もいい。とにかくその時の野中さんの身になって考えて、それを人前で喋る、聞いてくれる

人がいて、なるほどそうか、君はそういう風に考えるんだね、という風なやり取りをする。

それが大事だなと思ってやったんです。 

ですからもしも皆さんも、子どもたちと何か作るときは、一生懸命考えてぽいって渡すだ

けじゃなくて、問いを作ることが大事です。あれこれと答を探して、いくらでも話し続ける

ことができる問いがいい。人間の豊かさというのは、情報量が多い人のことじゃありません。

謎をいっぱい持って、あれは何だろう、これは何だろうといつも興味を持って好奇心を失わ

ない人が面白いです。だから子どもたちは面白いわけですよ、あれは何だろう、これはどう

なっているんだろうと考えて、いろいろ言うから。それで、ジャガイモの質問をした。これ

も答えはバラバラでした。 

次にした質問は、「乞食が来て寝とると言われた時のことを、野中さんは誰かにしゃべれ

たと思いますか」という質問です。お姉さんと二人で、「満州」からようやく帰ってきて、お

姉さんは親戚に、自分はまた別の親戚に預けられた。その預けられた親戚の先で、夜に寝て

いると、「乞食が来て寝とる」と言っているのが聞こえた。そういう目にあったということ

を、子供の野中さんは誰かに喋れたでしょうかと子供たちに問いました。 

皆さん。子供達からどういう答えが返ってきたとおもいますか。（会場から答えなし）シ

ーンとしてしまいましたね。この答えは、子供たちは全員一致でした。全員一致で「喋れな

かったと思う」。ああやっぱりそうだよなと僕は思ったんです。あまりにつらい経験は人に

言えませんよね。その場にいた子どもたちは、野中さんと同じ気持ちになったって言うと言

いすぎかもしれないけど、野中さんの気持ちを想像して、その辛さを自分のことのように感
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じているなと思いました。 

問いを投げかけるっていうのは、すごく大事なことなのです。実はこれを、僕は精神科医

をやっていますから、精神科医の仕事をするなかで、先輩たちから学んだことの一つなんで

すね。問いを投げかけられた時、大人の皆さんはね、今ここにいらっしゃる皆さんも大人で

すから、たいてい誰も答えないんですよ。黙っていたら時間が過ぎて答えなくてすむって知

っていますからね。大人はずるいから答えないわけですよ。でもね、ずっと答えないでいる

と、得るものも少ない。子どもたちはね、ずるくないというか、すれてないというかね、そ

の場で自分の心の中に浮かんだことをパッと表現しますよね。そういう力って素晴らしいと

思いませんか。素晴らしいですよね。あれっ、誰も頷いてくれないと寂しいです（笑）。僕

は素晴らしいと思うんですよ。ここぞというときは、しゃべらないといけない。問いを受け

て、ハイっと手を挙げて。そうだとか、それは違うとか、私はこう思うということを、言う

ことが必要だなと思うんですね。 

 

『たんぽぽの花』という希望 

まあそれはそれとして、そういう考えで作りまし

て、要素がたくさんあるなかから、帰国後の野中さん

の体験を選びました。その結果、皆さんに今ご覧いた

だいたように、金田君がああいうふうに感じていたん

ですね。自分は中国人で、やっぱりイジメられたこと

がある。こそこそ誰かが喋っていると、自分のことを

悪く言われているような気がする、という気持ちを、

野中さんを演じることで語り、それがドキュメンタリ

ーのなかで映像として紹介できて、ああよかったなと

思ったんです。金田君がああいう気持ち、考えを持っ

ていることを僕は知りませんでした。ドキュメンタリ

ーを観て、初めて知りました。 

もう一つ子どもたちに伝えるために考えたことは、タイトルですね。『たんぽぽの花』と

いうタイトル。これはドキュメンタリーのなかでも言いましたけれど、希望ですね。たんぽ

ぽの花は希望。ドキュメンタリーのなかで、満州にいた10歳の野中さんが、お姉さんと一

緒に阿智村まで帰ろうと思った動機を、いくつかしゃべっています。一つは誰かが生きて帰

って伝えなくちゃいけない。そう言っているんですよね、10歳の子が。すごいですよね。

10歳の子供でもやっぱりそう思うのかと感心したんですけど。もうひとつ、動機として、

もう一回たんぽぽの花を見たいって言っているんです。これは希望ですよね。子供二人で日

本に帰るという困難を乗り越えるための希望。 

僕が精神科医になって最初に習ったのは、「医者が患者さんに希望を処方しなさい」でし

た。そう言われたときは、アホかと思ったんですよ。医者が患者に処方するのは薬だろうと

思ったんです。だけど、だんだんわかってきたんですね。希望がいかに必要か。病気は治る

場合もあるけれど、なかなか治らない場合もあってね。そういう時、人は絶望してしまうん

ですよ。もう治らないと思う。そうすると生活は暗くなる。楽しみがなくなってね。病気が
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あっても楽しく暮らせるはずなのに、楽しく暮らせなくなるんですよ。だから絶望が最も恐

ろしいです。大事なのは希望なんです。 

このお芝居作るときも、子どもたちの希望になるものも入れたいなと思って、野中さんの

証言を読み直しまして、たんぽぽの花を見つけたわけです。 

さっきのドキュメンタリーでも言っていましたけど、たんぽぽの花は国家の思惑とは全く

関係ないですね。日の丸とか、君が代とか、戦争とか、天皇とか、ああいうものとは関係な

く存在している。誰のこころのなかにもあって、どこにでも咲いている。金銭的な価値はほ

とんどない。でも、だからこそ、大きな支えになる。そういうものとしてたんぽぽの花をタ

イトルにしました。たんぽぽなんだから絵を描いてみようと思って、子どもたちにじゃあた

んぽぽの花を絵描いてみようって言って、ドキュメンタリーに出ていましたね、あれはやっ

てみたんですよ。そしたらまあすごい。当たり前ですけどね、一つとして、同じたんぽぽは

なかったんです。これはどんなたんぽぽって聞くと、わーっと喋ってくれるわけです。その

中のいくつかがドキュメンタリーのなかで紹介されていましたけれども、さっき観て驚き

ましたね。金田君は、これは野中たんぽぽで、世界中のたんぽぽが野中たんぽぽになるって

言っているんです。すごい発想ですよね。世界中のたんぽぽが野中たんぽぽになったら、希

望があふれるのかなと思いましたけれど。皆さんはどう思われますか。 

子供たちにはこちらからの働きかけが大事です。たんぽぽの花も、どんな花を描いてもい

い。大人が答えを知っていて、○とか×とかつけるような質問じゃなくて、自由にやってい

いよって子供たちに言う、そういう問いかけ、働きかけが、表現を生むときに大事だなと思

います。 

ちなみに、村民劇の公演では、阿智村在住のジャズミュージシャンが、私の詩に曲をつけ

て、「たんぽぽの花」という曲を作ってくれて、劇中で歌いました。先ほどのドキュメンタ

リーのエンディングでも流れていましたね。 

 

誰に伝えるのか 

残り時間が少なくなってきました。急ぎますね。このドキュメンタリーを作ってから7～

9年ぐらい経ちまして、最近は今だったらどうするかなと考えることがあります。 

それは、満蒙「開拓」を誰に伝えるのかです。僕はね、これはかなり高いハードルになり

ますけれども、アジアの人たち、侵略植民地主義の被害を被った人たちに満蒙「開拓」をど

う伝えるのかという、高いハードルを掲げた方がいいと思います。「開拓団」の体験者、関

係者の中でとか、日本人のなかでまだ満蒙「開拓」を知らない人たちに伝えるっていうとこ

ろで留まっていると、多分あんまり新しくならないと思います。そうじゃなくて、日本に侵

略された人たち、日本からとんでもなくひどい目に遭わされた人たちに、このことを伝える

ことできるのか。伝えるとしたらどう伝えるのか。そういうふうに考えたほうがいいと思い

ます。 

僕なりにやってみたものがあるので読んでみますね。これは自己紹介の真ん中から下あた

りのところです。これは今年の7月7日に、7月7日は盧溝橋事件の日です。この日にあわ

せて国会正門前で戦後80年リレートークをするから胡桃澤さん喋ってくださいって頼まれ

て、引き受けたんですけれども、よくよく考えてみたらとんでもなく難しいスピーチだと気
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づいて途方にくれたんですよね。でもスピーチしなくちゃいけませんから、こんな原稿を書

いて、読みあげました。 

 

＜祖父は遺書を残しています。そこには、開拓民を悲惨な状況に追い込んで申し訳がない。

後の面倒が見られぬことが心残りだ。家と財産は開拓民に解放してやってくれ、とありまし

た。申し訳ないと謝ってはいますが、これは自分の村の人にだけ向けたもので、侵略した中

国の人々への謝罪はありませんでした。遺書の中でも「開拓」という言葉を使っています。

農民だった祖父は日記に自分たち農民の地位が低いことの嘆き、地主制への疑問を書き残

しています。ところが、中国の農民から土地を奪い、現地の人を小作にして働かせることに

は疑問を感じていませんでした。自分の嘆き疑問をそのまま侵略地の人々に押し付けて解

決を図り、日本が吸っていた植民地主義の甘い汁を、国家と一緒になって吸えるだけ吸おう

としています。祖父のこの愚かさに目を覆いたくなりますが、ここから私が目をそらしては

なりません。同じ農民として、なぜ中国の現地の農民を思いやれなかったのか。天皇を仰ぎ

見る大日本帝国という素晴らしい国の一員なのだという考えが、祖父を中国の農民から切

り離し、侵略者にした。村長であった祖父は日本の村人にとっても危険な存在となり、70名

以上が集団死した。その危険は消えてなくならず、今また大きくなっている。＞ 

 

――7月7日の国会前で、こういうスピーチをしました。 

こう書いたきっかけになる出来事がありまして、それは、4、5年前に知り合いの大学教

授から頼まれて、オンラインで授業をしたんです。大学院で、いろんな国から留学生が参加

していて、中に中国からの留学生の女性の方がいたのです。僕が自分の祖父がこんな経緯で

こういうふうなことをして、最後は自殺してっていうふうにしゃべったら、その中国からの

留学生が「全く同情できません」って言ったんです。もう少しこみいった言い方だったけれ

ど、結局そういうことを言ったんです。全然そんなの同情できない、それがどうしたんです

かっていう感じのことを言われて、僕もガーンときてしまって。そうか、やっぱりそう思う

よなと思ったんですけど、応答できなかったんです。僕は、被害だけ訴えているつもりはな

かったけれども、向こうの方たちには僕の言葉は届かないんだなと分かりました。その後、

こういうところでお話すると、あなたはわかってないとか、間違っているとか言われること

がありますけど、やっぱり一番こたえたのは、あの時、中国人の留学生から言われたことで

す。何人死んだとか、自殺しているとか、そんなことは言い訳にならないですよ、向こうは

たくさん亡くなっているわけで。こちらがこちらの事情、被害をつたえても伝わらない。で

は、あの人に届くような言葉を書こうとしたらどんな言葉を書いたらいいのか。 

 

加害を伝える力をつける 

これは僕の考えですから、皆さんは別にそうする必要ないですけれど、満蒙「開拓」をど

ういう態度で伝えるのかを考える時には、侵略した人たちの側に立って責任を共に背負って

語る、書くという態度でいないとまずいんじゃないかな、と思います。 

それはつまり、例えば、僕がね、僕の祖父を弁解する、そういうことはしないんですけど、

あたかも自分とは関係ない人みたいに喋るのはおかしいだろうなという気がするんです。ど
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うですか。皆さんはどう考えますか。よく僕はこのように活動して人前で喋っていると、ど

うしてあなた自分で体験したことでもないのに、おじいさんのことを考えて喋ったりするん

ですかって、言われるんですよ。だけど、僕にしてみると、自分が生まれた家に一緒に暮ら

したわけではないですけど私の家にいた人ですし、その人の影響を受けた人たちに囲まれ

て育って影響を受けている。その人がやったことの意味とか、その人がやったことによって

今何が起きているのかっていうことを、見ないっていうのは選択肢としてちょっとありえな

いんです。そういうところから目を逸らして生きていけると思っていることが、侵略された

国の方々から見ると、それこそずるい人に見えるんじゃないかな。（会場「そうだ！」）あ、

どうも、大きな声で、応援していただきうれしいです。僕はそう思うんですよね。そのとき

に侵略した人たちの側に立って、責任を共に背負ってというふうに、居続けるのもいいんじ

ゃないかなと思っています。 

 

阿智村村民劇の制作の過程がこういうふうにドキュメンタリーになった後、もう一本、僕

の祖父のこと、分村のことを描いたドキュメンタリーができました。タイトルは『決壊～祖

父が見た満州の夢～』です。それができてから、こういう人前で話す機会が増えました。学

校の先生から頼まれるようになって、学生を相手に講演を2回やったことがあるんです。一

つが愛知県のサマーセミナー。愛知県の私立高校の集まりで、生徒さん達と一緒に市民向け

の公開講座を作りました。信越放送が作った『沈黙の奥底』というドキュメンタリーで紹介

されています。YouTubeで無料で観れますので、ぜひご覧になってみてください。 

もう一つ、兵庫県の芦屋市の公立中学校で、すごく熱心な学校がありまして、満蒙「開拓」

を子どもたちに学ばせようと思った理由はなんですかと尋ねたら、加害と被害の両方があ

るからですって答が返ってきたんです。子どもたちに修学旅行で何を教えるべきかって、一

生懸命考えている先生達でした。平和学習の題材を一生懸命探して、満蒙「開拓」に目をつ

けた理由が、加害と被害の両方があるからだったんです。加害と被害の両方があるからわか

りにくい、難しい、簡単には伝わらないとあきらめるんじゃなくて、加害と被害の両方があ

るのが現実だし、それだからこそ学ぶ価値があると考えていらっしゃるわけです。複雑で、

簡単に語れない。一方だけ肩入れしたら、もう一方が落ちてしまう。そういうものじゃなく

て、両方学べるものとして、満蒙「開拓」を伝えたいんです、というふうにおっしゃったん

ですよね。僕はね、これは卓見だ、すごいなと思いました。普通はね、加害と被害の両方が

あって、一言で言うのは難しいですねとだけ言って、さらっとそこをすり抜けていこうとす

るんです。だけどもそうじゃない。満蒙「開拓」は、被害もあり加害もありです。そこにこ

そ、伝える価値がある。だから、加害を伝える言葉を持ちたい。 

 

加害の方を語る力をつけるためには、先ほどの話に戻りますけど、アジアの人たちね、侵

略植民地で被害を被った人たちに伝えられるような語り方、言葉を身につけていかないと、

子どもたちに手渡せないですよ。加害と被害と両方を学ぼうとしている人たちにね、伝えら

れない。 

中国帰国者の方々もね。日本に住んでいる満蒙「開拓」に関心のある人たちが、日本の責

任とか日本の加害行為にごまかしの態度を持っていると、すごく失望すると思うんですよ。

満蒙「開拓」がですね、加害ばっかり、被害ばっかり言っていたら、その方々の根っこに何
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があるのかっていうことをしっかりとつかめない。 

 

得体のしれない動き 

これを今日、来週が参議院選挙の投票日ですので、勢いで資料として持ってきてしまいま

した、参政党の憲法草案。皆さん、ご覧になりましたか。あ、見ている方、結構いらっしゃ

いますね。 

僕は、これを見て驚いたんですよ。 

第1条天皇の3番目＜天皇は、国民の幸せを祈る神聖な存在として侵してはならない。＞ 

――笑いますよね。これは大日本帝国憲法の一条とそっくりですよね。こういう考えの人が

うようよと出てきて、何のためらいもなく選挙に出て演説しているわけです。こういうこと

が起きてしまう理由のひとつは、「満蒙開拓」の伝承がされていないからだと思うんです。

「満蒙開拓」は天皇制の下で行われたわけです。満蒙「開拓」のことを語り伝えるときに、

天皇制のことも言及するようにしないといけないのに、そこまで言う人ってあんまりいない

と思います。 

＜第5条。国民の要件は、父または母が日本人であり、日本語を母国語とし、日本を大切

にする心を有することを基準として、法律で定める。2、国民は、子孫のために日本をまも

る義務を負う。＞ 

――日本を守る義務っていうのはどうでしょう。皆さん、この義務を負いたいですか。僕は

勘弁して欲しい。国民の要件がこれでは外国人排斥ですね。こういう考えが出てきている現

状に、例えば、中国帰国者の方たちは恐怖を感じると思います。参政党のポスターに「日本

人ファースト」とあるのをみると、かつて｢満州｣で日本人を一等国民と呼んでいたのを思い

出して、ぞっとします。怖い。満蒙「開拓」での間違いが伝わっていれば、「日本人ファース

ト」なんて言葉は生まれてきませんよ。アジアの人達から、アジア以外の人もそうだと思う

けど、怖いと思いました。日本人ってこんなだったのかと、思われるんじゃありませんか。 

 

「戦後80年」という言葉は誰のため 

最後にまとめようと思います。戦後 80年という言い方がありますよね。今年 80年目だ

そうです。先日、精神科関係の集まりに呼ばれて会場に行ってみると、壇上の横断幕に「戦

後80年どうのこうの」って書いてあったんですよ。講演を頼まれていたので、その横断幕

の下で話さないといけない。ものすごく嫌な気持ちになりました。終わってないですよ、戦

争。終わっていないのに、どうして80年と掲げて、終わったことにするのだろう。80で区

切るのは、誰にとって都合がいいのですか。あの時で終わったことにすると都合がいい人が

いるのじゃありませんか。今日も新聞記者の方が来ていらっしゃると思うんですが、戦後80

年だから戦争のことを報道する、という姿勢は間違っていますよね。いつもいつも報道しな

いといけない。80で区切られるっていうのは、多くの当事者性を持った人にとっては、嫌

なものだと思うんです。こういうことを言うとまた会場がシーンとしちゃうんですけど、嫌

がられてもいちいちこういうことを喋ることで、さっき言った参政党の憲法草案みたいな

のが出てくる土壌を変えていくことができる。そうやって変えていかないといけないと思っ
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ています。（会場「その通り」、拍手）結局、言葉でやるしかないんですよ。僕たちは言葉で

その言葉遣いはおかしいよとか、その発言はないんじゃないのってことを、いちいち言って

いかないといけない。だからこれ言ったら相手が嫌がるなと思っても、黙らないで、戦後80

年という言い方はちょっとどうかと思いますよって言ったほうがいいです。 

 

今回、この講演会を引き受けるにあたって、いただいたタイトルは、「満蒙開拓団史を次

の世代に伝えたい」というタイトルをいただいたんです。だから僕は「開拓」を鍵カッコに

入れてくれって言ったんです。開拓じゃないから、開拓じゃなく侵略でしょ。侵略なのに、

開拓団っていう言葉遣いをいつまでもやっていていいんですか？それでアジアの人たちに

通じる伝え方になりますかっていうことを考えたい。だから、開拓って言葉はやっぱりやめ

たほうがいい。 

資料に写真を一枚持ってきまし

た。聖蹟桜ヶ丘ってご存知ですか。

あそこに拓魂公苑という公園があ

ります。義勇軍の方々が作った石碑

がいっぱい並んでいる。そこで拓魂

祭というのが毎年春に行われてい

るんです。これは、2023年の拓魂祭

の写真です。石碑の上に、朱色で「鎮

魂」と書いた紙が貼られています。

この紙の下には「拓魂」という文字

が石に刻まれているんですね。開拓の拓に魂と書いて「拓魂」ですけれど、さっきから言っ

てますけど、「開拓」じゃありませんからね、侵略です。ですから「拓魂」というのは嘘で

す。侵略を隠すための嘘の言葉なんです。なのに「拓魂」という碑が今もあるんです。この

「拓魂」の文字を書いたのは加藤完治です。満蒙「開拓」を推し進めた農本学者ですね。戦

後にわざわざこの加藤完治が「拓魂」と書いて、この碑ができている。それが義勇軍の団碑

のなかに置かれている。で、元青少年義勇軍の末広さんという方が広島にいらしてね、90歳

を超えていましたが、2023年に末広さんはこの「鎮魂」の文字を書いた紙を持ってきて、

「拓魂」の上に貼ったんです。その前年の、2022年に僕は末広さんにお会いしたんですよ。

末広さんにこんにちはって声をかけたら、末広さんがいきなり「『拓魂』ってどう思う」っ

て言うんですよ。すごい剣幕で、僕の答を待たずに、「あんなの間違っているだろ。間違っ

ているんだ。いつまでも「拓魂」なんて言っていたらだめなんだ」ってすごい勢いで言うん

です。いや～、まいったと思ったけど、考えてみれば僕も、深い考えもなく惰性で「拓魂」

って言葉は使っていました。末広さんは義勇軍で内原の訓練所から満州に渡っていて加藤完

治にも会っているんです。10代の頃に青少年義勇軍として過ごした方が、自分の体験を振

り返って、90歳を過ぎてこういうふうに仰っているってことが、素晴らしいなと思って。そ

の次の年の 2023年に、末広さんは拓魂祭で、加藤完治が書いた碑にね、「中国朝鮮蒙古追

悼の碑」と垂れ幕を垂らして、「拓 ₉─ に「鎮魂」って貼ったんですよ。すばらしいで

すよね。 

僕はこれだと思っているんですよ、アジアの人たちに伝わるような言葉遣いは。これをス
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タートにして、末広さんの後を継いで、新しい言葉遣いを考えたい。皆さんはどうでしょう

か。この翌年の2024年に末広さんは亡くなりました。 

 

僕は自分の祖父のことを知って、満蒙「開拓」のことを伝えたいという思いがあったけれ

ど、喋れなかったんですよ。喋れないっていうのはどういうことかっていうと、ここで自分

が何を語ったらいいな、という間合いがありますよね。何となく、順番で、ここで自分がし

ゃべったらいいなというタイミングが来ても、口が開かないんです。「実は僕も～」って言

いたいんだけど、言葉がないからどうにもならない。苦しくて、いろいろもがいた末に、在

日コリアンの詩人の金時鐘さんに会ったんです。金時鐘さんは済州島四・三事件を生き延び

て大阪に渡ってきた人で、僕は金時鐘さんに詩を習ったんです。金時鐘さんはこういうこと

をおっしゃっていました―― 

 

＜悲劇的な死に心を寄せて、気の毒だと思うところで止まっているような書き方じゃだめ

だ。人が死ぬのは当たり前だ、その当たり前を越えて、その死がどのように重いものであっ

たのか、どのようにその死が訪れているのか、強いられた惨めな死であるかってことを書く

のが詩なんだ。ありきたりの表現では伝わらない。慣れ合いを確かめるために言葉を使うの

をやめて、新しい認識を開くために言葉を使いなさい。＞ 

 

結局のところ、言葉しかないのです。私達は言葉で闘う。ですから、「拓魂」という言葉

を見聞きしたら、いいですか皆さん、これからは必ず、いやあれは「拓魂」じゃなくて「侵

略の魂」なんだと、必ず言いかえるようにしてください。もし時間があったら、「いや末広

さんという人がいてね～」と、いちいち言って、この「拓魂」っていう言葉をひっくり返し

てください。記者の方々も、もし新聞に書くんだったら3行か4行使って書く。ワンワード

ですませないで、長く文章で置き換えていくというふうにしたらいいかな、と思います。 

時間ですね。 

 

司会：そろそろ質疑応答でお願いします。 

大体、僕も話したいことは話せましたので。 

 

司会：ありがとうございます。それでは残りの時間、質疑応答に入りたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

 

質問者：私の母は帰国者でした。数年前に亡くなっています。今回初めて知って参加しまし

た。直接「開拓」とは関係のないというか、侵略とは関係のないことなんですけれども、た

んぽぽの花が見たいと、それでたんぽぽの花っていうのは満州にはなかった、もしくはすご

く違うものがあった、ということなのでしょうか？ 

 

胡桃澤：野中さんの証言では、何て言ってたかな、「伍和（ごか）」って言ってたかな、違う

かな。野中さんが生まれ育った土地の地名を言って、「あそこのたんぽぽが見たい」と言っ

ていました。 （事務局注：伍和村（ごかむら）は、長野県下伊那郡にあった村で、現在の阿智村大字伍和

にあたる。） 
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質問者：胡桃澤さんの本当に精力的な

侵略を語り継ぐお仕事に本当に心か

ら感動しております。ちょっと思った

んですけど、私は満蒙「開拓」青年義

勇軍の村で生まれまして、八村開拓郷

のちょっと西の方の勃利というとこ

ろなんですけどね。親父の同僚は二人

の幼子を井戸に投げ込まされて帰っ

てきたと。私は運よく赤ん坊のまま帰

れたんですけど。今思いますのに、再びあのような侵略を犯さないために、日本が今戦争準

備をかなり濃厚に強力に進めていると思いますので、それに反対していくということと、あ

るいは満蒙「開拓」は部分的な入職植民地ですけれども、今イスラエルがやっているような

パレスチナでやっているような全面的な入職植民地、未だに現代において世界でやっている。

やっぱり我々の満蒙「開拓」を語り継ぐことと同時に、そういうこと（戦争や入職への反対

運動）を進められていければなと思っているんです。 

私実は大類さんに勧められまして、方正の会報にですね、『満蒙開拓青年義勇軍の村に生

まれて――いのち輝け 二度とない人生だから』という本を会報に紹介させていただいたん

ですけども、やっぱりあの日本の戦争をさせないためにも、10年前の安保法制、自衛官も

認めた安保法制ができましたので、それをやっぱり全国2４の裁判所で違憲訴訟が提起され

ましたが、残念ながら、すべての裁判所に負けました。違憲判決は出せませんでしたが、そ

ういうのとやっぱり結びつけて、これからもこの満蒙開拓について語り継げていければい

いなと思っています。いかがでしょうか、失礼しました。 

 

胡桃澤：「開拓」という言葉を、必ず侵略と言い換えて喋るといいと思います。 

 

上野：初めて胡桃澤さんの話を聞かせていただいて、こんな機会はないと思うので、ぜひお

聞きしたいことがございます。上野千鶴子と申します。 

私は慰安婦問題に関わってまいりまして、カナダに行った時に忘れられない記憶がござい

ます。その時に自分が答えることができなかったことを、今日この話を聞いて胡桃澤さんに

ぜひお尋ねしてみたいと思いました。 

それはカナダで日系人の方たち、日本に引き揚げた後にさらにカナダに移住したような女

の方がおられまして、その方たちを相手に慰安婦の話、日本のからゆきさんの話をいたしま

したときに、引き揚げ者だという女性の方が、自分たちも引き揚げのときに散々な目に遭っ

たと。それは自分たちも侵略のツケを自分の体で支払ったと、そういう意味ではお互い様、

戦争の中ではそういうことが起きるから、お互いにツケを払ったという意味ではお互い様

だということをおっしゃって、私はそれに答えることはできませんでした。今日もそれが本

当に痛恨の思いとして心に残っております。もし胡桃澤さんだったら、その発言に対して、

どういう対応をなされたのかということをお聞きしたいという気持ちを抑えることができ

ませんので、お聞きしたいと思います。 
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胡桃澤：ありがとうございます。たぶんね、僕もその場にいたら絶句だったと思うんです。

でもここはその場ではないので、多少、余裕があって、応答の言葉として思い浮かぶものが

いくつかあるので、それをお伝えしたいと思います。まず、お互い様っていう言い方は受け

入れ難いと言いたいですね。お互い様じゃないと思う。あなたはあなたの苦しみが絶対にあ

ったと思うってお伝えしたい。あとですね、侵略された側の人たち。つまり「満蒙開拓」に

よって侵略された中国の方たちから見たら、やっぱりお互い様という言い方されるのは嫌じ

ゃないかなって思うんですよ。だから、こういうふうに言ったらいいっていう言い方を提示

はできないけれど、お互い様で片付けちゃうのには反対だというふうには言いたいですね。

それでは私は承服できない、と言いたいです。どうでしょうか。 

 

上野：はい、理屈の上では全くその通りです。ただその方は自分の苦難というか、自分の身

体で支払ったというふうな想いを持っておられる。その方に今言っているようなことをお伝

えして、いったい通じるだろうか、ということをずっと考えたまま、心にトゲの様に刺さっ

ております。 

 

胡桃澤：そうですか。これは僕の考え方ですけれど、心にトゲのように相手の言葉が刺さっ

て、こちらが沈黙の状態にとどまってしまうっていうのは、よくないと思うんですよね。だ

から、どういってもこの相手には通じないなと思いつつも、こっちに考えっていうか、本当

はこう考えているんだと喋れる状態になっておいたほうがいいと思います。向こうの言葉に

打ちまかされて、こっちの言葉を失っちゃう状態からは抜け出しておかないと。例えば次ね、

またその方と、ひょっとしたら違う会話の流れで話ができるかもしれない。そういう時のた

めに備えておく。そういう考えを僕だったら持つかなと思いました。 

 

上野：ありがとうございました。今日は私のトラウマ体験をお話ししましたので、癒してい

ただけそうです。ありがとうございます。（拍手） 

 

質問者：ありがとうございます。一つだけ皆さんにお伝えしなければならないことがありま

す。ハルビンで中国の外事弁公室、外国から来た方々とお相手する窓口の方、その人にイン

タビューしたことがありました。僕はびっくりした一言がありました。自分の家でその 50

代くらいのおじさんでしたけど、自分の家で語り継いでいることがあると。私から前の戦争

の話ですか？と聞いたら、つまり日本と中国が太平洋戦争に入る前の日中戦争の時代のこ

とですか？と聞いたら、そうじゃないと言う。日清戦争の時に、自分のおじいさんおばあさ

んたちの家族が家族みんなの前で殺された。このことは、我が家では忘れてはいけないこと

として常に語り継がれている。ただ、現在のあなたの国と我が国は、そういうことと、また

別として、新しい未来を作ろうとはしている。だけど、我が家では絶対にこのことは忘れて

はいけない、と語り継いでいると言われた方がいます。非常に理知的な方です。ということ

があったということを、今の政治状況、経済状況と別に、そういう苦しみというか、怨念と

いうか、忘れられないものを抱えている中国の方々がたくさんいるということを、今お伝え

しておきたいと思います。これはどこの土地においても、あるいはパレスチナにおいても同
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じかもしれません。失礼しました。 

 

司会：今日は若い方もいらっしゃっていて、多分大学生の方、大学院生の方もいらっしゃる

と思うんですけども、何か一言いかがでしょうか。 

 

大学生：大学生で、ゼミナール活動で朝ドラと戦争について研究をやっていこうと思ってい

て、今回参加させていただきました。私たちもやはり日本の加害面がメディアではあまり伝

えられていないな、という問題点を意識しながら研究を進めています。今日の話を参考にさ

せていただいて、自分たちが納得いくような研究ができるように頑張りたいと思います。あ

りがとうございました。（会場拍手） 

 

胡桃澤：僕が精神科医をやっていまして、頑張ると言う人に会ったら、必ず頑張らなくてい

いと伝えています。（会場笑）頑張らなくても大丈夫です。 

 

質問：ぜんぜん若くなくて、まったく年寄りで申し訳ありませんが、ちょっと感想です。私

ちょっと目が悪くて映像はほとんど見えないし、資料も読むことができないんですけれど。

一つは沖縄のことを考えると、そうするとその満州の移民の問題、全村移民とか分村移民と

いう言葉を思い出すんですね。今沖縄で、ミサイルとか弾薬庫がどんどん先島諸島に置かれ

て、それで自衛隊が駐屯している状態で、それでつい今年ですか全島避難計画というのがで

きまして、例えば宮古では1万数千人かな、もっと多いかな、先島諸島全体では12万人ぐ

らいですね、それが 1週間で鹿児島や宮崎に船や飛行機で避難する。その場合に荷物はこ

れだけの大きさで、ペット類とかそういうのは全部置いていけと。それに対して例えば宮古

の人たちは、自衛隊は安全を守るために来たのに、実際に自衛隊が来て中国からミサイル打

ち込まれる。そのために避難するとは一体どういうことなのか。つまり自分たちはここから

逃げませんと、避難したくない。ずっと長く住み続けたこの島を離れる気にはなれないと言

って、宮古島は署名活動をしたりしているんですね。そういうこと、その全島避難というか、

今沖縄の先島諸島に置かれている状況が、すごく満州の移民とか全村移民、分村移民とかで

すね、そういうことと重なり合って聞こえてきます。 

特に今日の映画の話で阿智村でしたか、阿智村の村役場は、東京からそこに仕事をしにき

ている若い女性の職員の方たちが、映画の主役でしたけど、一つの主役でしたが、そういう

人たちもいる一方、今先島諸島の特に宮古の話を聞くと、逆に職員が率先してそういう計画

づくりに携わっているということでね。これがすごく重なり合って、そういうかつての歴史

をね、同じ繰り返しが行われているんじゃないかと、いうふうに思います。感想です。 

 

胡桃澤：そうですね。今お話をお聞きして思い出したのは、今日ご覧いただいたドキュメン

タリーで、役場職員の大石さんが、いつのまにか始まっているのが戦争で、どこかでNOを

言わなくちゃいけないと言っていましたよね。それから、昔の村報、村の新聞を分析してみ

ると、最初は村のなかの様子が書いてあったけれど、だんだん村人の姿が見えなくなってい

って、国がこんなに頑張っているから村も頑張りましょうみたいな、国の言いなりの村報に

なっていた。今の話はそれと重なるように感じました。 
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質問：若い人ではなくて80歳になった若おばあさんですけれども、ちょっとご報告したい

と思います。大類さんたちには本当に長いこと勉強させていただいて、方正のこと。私たち

も南京から方正の方まで旅をして行ってまいりましたけれども、ここにいるメンバー以外に

もたくさんの人が会報「星火方正」でたくさん学ばせていただいたな、というふうに思いま

す。これからもよろしくお願いしたいなと思います。 

私どもは 30年ほど日中友好の歌を主に歌っています。南京事件のことを単語ではなくて

「紫金草（しきんそう）」ということで30年歌ってまいりました。先日は中国大使館で是非

これを歌ってくれということで、突然お声がかかって全国から60人ほどで歌いましたけれ

ども、実はその時にリハーサルを大使館でやるということで準備してたんですけれども、地

震事故があってリハーサルができなかったんですね。リハーサルできなかったけれども、集

まった思いでリハーサルなしで 「紫金草の歌」を2時間ほど歌って、どういうことになるか

なんてハラハラしましたけれども、その時に思いを込めて歌って、そして終わった時、400

人ほど中国大使館で皆さん聞いてくれてたんですけれどもスタンディングオベーションと

いうか、終わった時に全員が立ち上がって拍手してくれたので、ほっとしたというひと幕が

ありました。今日は胡桃澤さんが話をしていただけるということで、ぜひ話を聞きたいなと

思っておりましたけれども、今日来られなかった人たちも、今後のことも学んでいこうとい

う気持ちで多分全国で応援されていると思いますので、それぞれの立場でできることを続

けて頑張っていけるといいなと思います。特に若い人たちに声をかけていくというような流

れでの学びがすごく大事な役割を持つと思いますので、今後ともよろしく、教えていただけ

ればと思います。私たちも 80歳過ぎましたけれども、また頑張っていかなければいけない

かなと思って、今日は来てよかったなと思いました。ありがとうございました。（会場拍手） 

 

胡桃澤：頑張らなくてもいいですよ。（会場笑）頑張らなくていいですから。 

 

質問：胡桃澤さん、アンコールの講演会を聞きたいですね。今、大門さんが自分の人生のこ

と、日中友好のために頑張って、残酷な戦争から平和を求めて30年間作詞をずっとやり続

けて歌い続けてきたことを喋ったんで、そこにちょっと私は運動かぶれで全然皆さんの何

も役にも立ちませんけども、大門高子は30年、40年近くアジアの日中友好の平和のために

合唱曲を作り続けてきて、今ちょっと病気になっちゃってやっとこさっとこ今日駆けつけて

きてくれた80歳の詩人なんですね。それがさっき言った、紫金草であったり、再生の大地

という鬼のような日本の軍人を、中国の牢屋に入れられた人たちを、再生して日中の友好の

関係者に、鬼の立場から日本とアジア中国の頑張る活動家に作り上げたりとか。それでつい

最近では、地震があって福島の原発が爆発しちゃって大門詩人の友達が被爆者になっちゃっ

て、そのための作詞を昨年作って、それでこの1月と8月とこの5月の10日に、延べ1400

人の人たちの大感涙というんですかね、こういうふうに原子力・原発というのは怖いものな

んだということも、平和からそういうことをずっと身体を壊しながらも続けてきている人の

ために、うんと教わった人間もいるっていうことをちょっと添えて終わります。ありがとう

ございました。 
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司会：今日はオンラインで50名近くの方が参加されていますけれども、何か質問がござい

ますでしょうか。 

 

事務局：オンラインの方からコメントと質問が寄せられています。まずコメントの方から3

人いらっしゃいますので読ませていただきます。まず愛知県からご参加の早乙女さん―― 

「愛知県から参加させていただいております。ありがとうございます。野中さんお姉さんと

の生き別れ、さぞやお辛かったと思います。生き別れ、死に別れよりも絶対に辛いと思いま

す。今、日中の関係は不穏だと思います。それを修復する一つの希望として、残留法人を大

切に育ててくださった両父母の存在があると思います。」 

それから、大阪の松岡さん―― 

「方正友好交流の会事務局の皆さん、講演された胡桃澤さん、大変ありがとうございました。

胡桃澤さんにお話を聞きたいと思い参加しました。ドキュメンタリー映画を見ることがで

き、またご講演の中で何を伝えたいのか、また自分への問いかけが大切と感じ、非常に感銘

を受けました。胡桃澤さんのレジュメも、持っております。よろしくお願いします。」 

レジュメは一応シェアをしております。それから、高橋さんという方ですね―― 

「黒川村を撮った監督が身体を提供するか死ぬかの瀬戸際だったという言い方があるが、

もっと前から広く見渡し考える必要を語っていました。引き揚げの苦労はもちろん重大です

が、慰安婦にされた人たちの悔しさは……」 

それから、本間さんという大学院の修士課程の方です―― 

「ありがとうございました。大変興味深いお話でした。大学院修士研究で教員として家族で

渡満した家族についてをテーマにしています。本人たちが侵略したということを理解せずに

行って離散・死亡した内容の場合、どのような表現が適切でしょうか。加害者であることは

伝えたいと思っていますけれども、侵略するつもりは本人たちにはなかった場合です。よろ

しくお願いします。」 

すみません、これちょっと質問ですね。 

 

胡桃澤：質問に一つずつ答えていいですか。今、質問に答えとかないと、忘れちゃうから。

まずどういうふうに伝えるかですけど、短い言葉で伝えようとしないほうがいいんじゃない

かってのが僕の考えです。伝えようと思ったらね、僕だったらですよ、お芝居1本書くぐら

いしないと、なかなか伝わらない。だから脚本を書いている。それを短く切り詰めて伝えよ

うとしないほうがいいと思うんです。だからすごく長く、時間をかけて伝える。侵略という

ことを知らずに「満州」へ行って、こういうことがあって、こういうめにあって、でも、今

になってひょっとしたら侵略だということで気がついたかもしれない。それを長～く書いた

ほうがいいと思います、それを短い言葉にする。ワンワードで書くっていうのはその、ずっ

と先。それが僕の答えです。よろしいでしょうか。 

 

事務局：続いてコメントを先に読ませていただきます。質問の方、すみません少しお待ちく

ださい。滝口さん―― 

「開拓ではなく侵略。その行為が今でも現地では侵略行為として言い伝えられている。戦争

行為はあってはならない。絶対に。」 
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というコメントでした。 

それから、高橋さん―― 

「方正友好協会、胡桃澤さん、今日のご講演ありがとうございました。これからも「星火方

正」（会報）で勉強させていただきます。現在の政治に遠慮なく踏み込んでお話しされたこ

とに敬意を表します。先ほどは意見が2つに分かれてしまいましたが、大陸に渡った多くの

人が侵略と思わず大変な目に遭ったことはあると思いますが、反省をする機会はあったと

思います。」 

それから、村田さん―― 

「体調不良のため現地参加はとてもできませんので、ZOOM配信していただき、心から感

謝しております。」 

それでは、質問にうつりますが、二俣さんからのご質問―― 

「移民推進者が責任を取るということはどういうことでしょうか？」 

 

胡桃澤：責任を取るというのは、やったことを言葉で表して、かつ謝罪し、できることだっ

たら何かの償い、代償の行為をすることだと思いますね。 

 

事務局：ご質問などは以上です。 

 

胡桃澤：では、最後にちょっと、お芝居の宣伝をしていいですか。皆さんのお手元に芝居の

チラシを配らせていただいているかと思います。ここ数年、「従軍慰安婦」をテーマにお芝

居に書いておりまして、『マリアの賛歌―石の叫び』というお芝居を来週の 7月 21日に埼

玉県吉川市で上演します。そして、9月12日から15日まで大阪でも上演します。そのチラ

シです。『マリアの賛歌―石の叫び』というお芝居は、日本人で、元「慰安婦」だった城田

すず子さんの自伝を原案にして、僕が脚本を書きました。「慰安婦」というと韓国、中国、

台湾、フィリピンなど、日本国籍でない人を思い浮かべることが多いんですけど、実は日本

人の「慰安婦」はとてもたくさんいたんです。多分一番多かったんじゃないか。だけども、

全く声を上げられてないんですね。声を上げたら排斥されるからです。口を封じられている。

そういうなかにあって城田さんはラジオに出演して、自分の体験を語り、自伝を残している

んです。にもかかわらず、あんまり知られていない。城田さんのこと、そして日本人の「慰

安婦」のことをどうしてもお芝居にして、伝えたいと思って、著作権の許可を取って脚本を

書きました。「従軍慰安婦」のお芝居は、なかなか上演できないんですよ。会場を借りるの

が難しい。関心を持っている人も少なくなっている。だけども、埼玉で呼んでくれる方がい

て、7月21日に上演するんです。もしよかったら観に来てください。 

大阪では、この『マリアの賛歌―石の叫び』を2023年に東大阪にある「喫茶美術館」と

いう喫茶店で上演したんですよ。劇場借りられませんからね。喫茶店でやって、その上演が

賞を取ったんです。賞を獲ったから偉いってわけじゃないんですけど、2023年の関西演劇

大賞と関西現代演劇俳優賞大賞を取ったんです。その賞品として劇場の使用権がもらえて、

9月の上演が実現したんです。「従軍慰安婦」の芝居に、大阪で、審査員が賞を出すってこと

は、大阪にお住まいでない皆さんにはわからないだろうと思いますけど、大阪には維新てい

うとんでもない政党があって、維新所属の政治家たちが女性蔑視の発言をいっぱいしている
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んですよ。文化予算も削減されて、稽古場が閉鎖され、演劇も衰退しています。その状況で

上演されたこの芝居が賞を取ったってことはね、審査委員の方々から我々への応援だと思う

んです。もっとこういう芝居やってくれっていうね。それで、9月に上演するんです。もし

予定が空いておりましたら見てください。 

もう一つは、白黒で印刷している『あの少女の隣に』というお芝居のチラシです。これは

敗戦後に、日本政府が作った占領軍向けの慰安所です。RAA（事務局注：特殊慰安施設協会

の略、英語では Recreation and Amusement Association）というのがありました。これを題材

にしたお芝居です。これは、2021年に西荻窪で初演して、その後あちこちで上演を続けて

いるんですけど、やはり劇場を借りるのはなかなか難しいですから、主催してくれる方を募

集して、ご自宅など、御自分がお持ちのスペースを会場として提供してくださる人が現れる

のを待ってやっているんです。西東京はご自宅のダンスレッスン室、高円寺はご自宅の音楽

室を会場にして上演しています。8月 23日に追加公演が決まりましたので、こっちももし

よかったら、お越しください。以上、宣伝でした。 

 

司会：それから後ろで書籍を販売しておりまして、胡桃澤さんがお持ちいただきました書籍、

それから新書版の…… 

 

胡桃澤：僕から紹介しましょうか、新書版の『幻の村』という本を後ろで売っています。早

稲田新書から出ていまして、今日観ていただいたドキュメンタリーを撮った信越放送のデ

ィレクターの手塚孝典さんが、「満州」のドキュメンタリーを作る過程で取材した様々な記

録を一冊の本にまとめているんです。僕のこと、僕のおじいさんのことも載っています。ぜ

ひお買い求めください。 

あと、僕が書いたお芝居の戯曲集も後ろに置いています。ひとつは精神医療を題材にした

作品を収めた『精神医療連作戯曲集』。もうひとつは原発と被曝をテーマにした作品を収め

た『反核・反被曝連作戯曲集』です。お手にとっていただけるとうれしいです。 

 

司会：ありがとうございます。この後、この会館の1階で懇親会を開きます。15分後に1階

のロビーにお集まりください。よろしければご参加ください。 

それでは、講演会は以上をもちまして終了です。胡桃澤伸さんに改めて大きな拍手をお願

いいたします。 

方正友好交流の会を、今後ともよろしくお願いいたします。本日はありがとうございまし

た。（会場拍手） 
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2016年11月23日 信濃毎日新聞 

2017年10月31日 中日新聞 
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（事務局：胡桃澤さんが最後にご紹介された『幻の村―哀史・満蒙開拓』（手塚孝典著・早

稲田新書）は、会場に用意した40冊を当日完売した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年7月15日 信濃毎日新聞 

今回の講演会の記事 
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方正の会事務局からのご案内 

■クラウドファンディング（支援金の募集）■ 

＜精神科医の視点で描く満州移民の悲劇、一人芝居『鴨居に朝を刻む』 

持続的公演拡大プロジェクト＞ 

 

支援締切：2026年1月30日まで！ 

［モーションギャラリー 鴨居に朝を刻む］で検索 

 

精神科医・劇作家：くるみざわしんが描く、失われゆ

く歴史の記憶を未来へ手渡す舞台作品の製作・上演拡

大にご支援頂きたい。 

 

（くるみざわさん談：満蒙開拓に加担して自死した私

の祖父が書き残した日記を題材に私が脚本を書きあ

げた一人芝居です。いつかは書かなくてはと思ってい

たのですが、なかなか筆をすすめることができず、祖

父の自死の経緯を知ってから 20年ほどかかってよう

やく脚本を書きあげました。） 

 

 

■オススメの映画■ 

＜映画『医の倫理と戦争』―― 731部隊の戦争犯罪と現在の医療問題を問う> 

 

（くるみざわさん談：私の同僚医師が一念発起して

「医の倫理と戦争」という映画を作りました。731部

隊の戦争犯罪と現在の医療問題を問う映画です。 

「満州」のことも何度か登場します。「満州」で育ち、

現在 99才で、女性保護施設「かにた婦人の村」の名

誉院長をしている天羽道子さんのインタビューが素

晴らしいです。昨年末に渋谷のユーロスペースで上映

したところ連日満員で、各地での上映が決まりました。

私も少し、映画に登場しています。） 

https://inorinri.wordpress.com 

 

（全国で続々と上映決定） 

東京：2/24～ポレポレ東中野で追加上映、京都 ：2/13

～アップリンク京都、大阪：2/14～シアターセブン、名古屋：1/31～ナゴヤキネマ・ノイ、

長野：2/6～長野相生座・ロキシー、宇都宮：1/30～宇都宮ヒカリ座、前橋：2/14～前橋シ

ネマハウス、横浜：3/7～横浜シネマリン、小田原：2/13～小田原シネマ館 etc. 
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「方正友好交流の会」のこれから 

滝永 登 

１ 否定と肯定 

もう10年以上も前だろうか、『否定と肯定』（原題“Dinal”(否定)）という英国映画を見る

機会を得た。主人公はナチスによるホロコーストの研究者。ある日、ホロコーストを否定す

る者から公開討論の呼びかけを受ける。しかし彼女はこの提案を断る。理由は明解である。

自身の研究成果と思いつきの願望としか思えない否定「論」とを同列に扱い、同じ議論の俎

上に乗せられること自体にがまんがならなかったのだ。 

歴史修正主義者は、しばしばこの手口を使う。論拠は、「〇〇に書いてある」、「〇〇が言

っている」、「そういう事例もあった」程度で十分だ。声高に公言し、一定の支持者を獲得す

ることができればあとは言った者勝ち。学問の世界ではとうに確立された見解も、数ある見

解の一つにしてしまえばよいのだ。そういえば、安倍晋三元首相は「侵略の定義は学界的に

も国際的にも定まっていない」と堂々と発言したそうだ（2013年4月参議院予算委）。 

わが国の歴史修正主義者たちがしばしば取り上げるテーマは、「南京虐殺はなかった」、

「従軍慰安婦はいなかった」だ。直接現場を体験し、かつ生き残ってそれを証言する人（特

に日本人）の数が限られているため、彼らにとっては格好の「論戦」の舞台だ。わずかに残

された史料を丹念に読み解き、体験者の証言を聞き取りながら積み上げてきた研究成果を

「一つの主張」にしてしまうことは、彼らにとってはそれほどの労を要しない。対立する見

解を前にして「中立・公正」でありたい人たちは、「どっちもどっち」の側につく。そこは

安全で居心地のよい立ち位置なのだ。 

話はそれるが、前段で「わずかに残された史料」と書いたが、敗戦時、政府と軍は大量の

公文書を焼却処分したことはよく知られている。そして、この伝統は今も生きている。2017

年、日本国財務省は政権に不都合な公文書を大量に廃棄し改ざんした。この作業に直接携わ

り、それを苦に自死した職員がいた一方で、これを命令・指示した者は未だに誰も責任を取

っていない。 

２ 加害と被害 

高校時代、世界史の授業でアヘン戦争を取り上げた際、「心ある英国人は、自国の恥ずべ

き植民地獲得の歴史の中でも、最も恥ずべき所業の一つとしてこの戦争を記憶している」と

語った教師のことばを私は今も記憶している。 

アジア太平洋戦争において、日本国はアジアの諸国に対して恥ずべき侵略戦争をしかけた。

加害責任は明確だ。しかし、これが国民全体の共通認識とはなかなかならない。日本人に限

って、責任意識が特に希薄だとか、他者を思う心が乏しいとか、そんなことは考えにくい。
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では、なぜだろうか。一つの理由が、戦争の最終局面及び敗戦後に起こった理不尽な大量死

（原爆、空襲、沖縄戦、満蒙開拓団など）のゆえかもしれない。そこで犠牲になった人たち

の大半は、自ら武器を取ってアジアの人々を殺してはいない非軍人＝民間人だ。被害の甚大

さが加害の意識を薄めてしまう心理的効果は否定できない。しかし視点を変えて、民間人の

死亡者総数を同盟国であったドイツと比較してみると、日本 50～100万人に対してドイツ

150～350万人と言われている（Wikipedia）。さらに言うなら、この不条理な死を強いられ

た人々は、いっとき前までは満州国建国に歓喜万歳をし、南京陥落の提灯行列に勇んで参加

するなど、立派に銃後の戦いに励んでいたのだ。加害責任が国民全体の共通認識にならない

理由は、だから別のところにある。結論だけを述べるならば、ときの政治・軍事指導者たち

の誰一人として加害の責任を果たさなかったことが最も大きな理由だと私は考える。この

問題、天皇の責任、東京裁判の評価、村山談話から安倍談話への変遷等々論点はいくつかあ

りそうだが、これは本稿の主題ではない。 

同じ民間人でも、自らが直接加害行為に関与し、その同じ場で残酷な運命にさらされた人

たちもいる。いわゆる「外地」 にいた人たちだ。私は、これまでいく度か満蒙開拓から

生き延びた人の体験談を聞く機会があった。その際、彼らはほぼ決まって「自分たちもひど

いことをしたからな」とつけ加える。そう、彼らは自らの過酷な体験を振り返りつつも、決

して加害の事実も忘れることができなかったのだ。自ら受けた被害に傷つけば傷つくほど、

他者に与えた加害の重さを知ることになったのだ。 

ƼẆ᷂ƽǵὕ Ƕẉ Ǯ ǱǵǮʝ ǲ ǡȒǚǯǶǮǔǱǋǓƲǚȓȉ ǵʺ ǮǶǱǋƳǤ

ǵᶽ᷂ǲǶƲ ˲Ǔ ȑ̮ȇѼǒȐ ᷂̮ ǵ ȐǞǓǠǮǲǉǪǦǚǯǶ ǞǭǑǔǦǋƳ 

満蒙開拓の歴史を語り継ぐことの意義は、まさにそこにあるのだと思う。ひとりの人間が、

同時に被害者にも加害者にもなった。この戦争の本質がそこにあることを私たちにおしえ

てくれる。本年（2025年）7月、方正友好交流の会主催の講演会で語った胡桃沢伸さんの

ことばを私は今も忘れない。村長として多くの村民を満蒙開拓に送り出した自身の祖父は、

戦後罪の意識にさいなまれ自死をした。そのことについて胡桃沢さんは「祖父は、村民には

謝罪したが、中国の人たちへは謝罪をしていない」と。満蒙開拓の歴史は、必ずと言っても

よいほど「悲劇」ということばとセットで語られる。誰にとっての悲劇だったのだろうか。 

３ 友好交流の会のこれから 

さて、実はここからが本題である。『星火方正』前号の冒頭あいさつを一読すれば、この

会を今までどおり運営していくことがいよいよ困難になってきたのかと察せざるを得ない。 

振り返れば、私が本会とのおつき合いを始めたのは今から 10年以上も前にさかのぼる。

映画「嗚呼満蒙開拓団」のエンドロールで制作協力者として、旧知の「大類善啓」の名前を

発見し、これがきっかけで本会を知ることになった。それ以来、総会と同時に開催される講

演会や、年２回発行される『星火方正』によって自らの蒙を啓かされてきた。感謝の思いで
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いっぱいだ。そんな会が縮小の方向に向かう（そして、近い将来なくなってしまう？）のだ

とすれば、私にとってはとてもさびしい。 

そこで、あらためて本会の存在意義について考えてみようと思う。 

幸い、満蒙開拓の歴史を語り継ぐ拠点となる施設、満蒙開拓平和記念館（2013年開館）

が10年以上にわたって地道な活動を続けている。また、さまざまな分野の研究者や市民に

よる資料の発掘と証言の記録は今も続いており、それらは書物や資料、映像として蓄積され

ている。わが方正友好交流の会もその重要な一翼を担っていることは言うまでもない。 

しかし、この会の存在意義は、「重要な一翼」にとどまるものではない。では、何か。そ

れは、ひとえに「方正」にこだわっている点にあるのだと思う。方正という土地が、満蒙開

拓団の悲劇が最も集約された場所であること、この地には逃避行の過程で命を失った数千

人の日本人の遺骨が埋葬された公墓が立っていること、この公墓建設は日中間の国交がなか

った時代（1963年）に、現地に放置された遺骨を目の当たりにした残留日本人女性のこれ

を手厚く葬ってやらねばという悲痛な願いと、それにこたえた中国側関係者の熱意と努力と

の共同作業によって実現したこと、これらのことを日本人のためだけではなく、中国の人た

ちのためにも永遠の記憶として残しておくこと、こんな貴重な活動を行っているのはこの会

しかない。聞くところによると、現在の日中関係を反映しているのだろうか、今は公墓を自

由に参拝することさえが難しくなっているそうだ。この公墓の所有権も管理権も日本側には

ないので、私にはもどかしくてしかたない。実は、私が今本気で心配するのは、中国側当局

の一方的な都合によってこれが破壊撤去されてしまうのではないかということだ。杞憂に終

わればよいが、思えば、わが国では県立公園内に立つ、戦時中に強制動員され死亡した朝鮮

人労働者の追悼碑を、理由にならない「政治活動」をもって群馬県知事が破壊撤去する場面

（2024年2月）を目撃したばかりだからだ。 

会の運営が困難になっている原因と今後の対策については、事務局の中では十分に検討し

ているのだろう。私はその結論を尊重する。外野から要求するだけではだめだ。まずできる

ことは、金銭面での支援か。頭数を増やせばよいというものではないが、労力の提供も惜し

まない。歴史修正（改ざん、捏造）とたたかい、加害と被害との複雑なありよう をよ

り多くの人々に伝えていくためにも、この会は残すべきだ。 

˘ Ẏ ʴǲ͙ ǵ Ѽ ǲ Ǧǜȓᴁș ǯǞǦ ГṲǵ ӭǶƲ șדȇ Ǯ

ǉǪǦǯǋǍ˗ὕ ԍ◘ƾ ǞǦ ǦǨƿ ȉ̿Ǣǭ ǪǭǑǔǦǋƳ 

 

最後に、本誌『星火方正』のタイトルに込めた本会設立者たちの志を私も共有しよう。 

「星火とは、とても小さな火のことである。私たちの活動も今は小さな野火にすぎないが、

やがて燎原の火のように方正から平和と人類愛的な友愛の精神が広まるのだ」。 

この火を絶やしてはいけない。 

（たきなが のぼる 1950年生まれ） 
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平和と感謝の架け橋 

―2025年「中国帰国者・日中友好の会」ハルビン感恩の旅 

池田 澄江 

      

 

私どもの中国帰国者・日中友好の会は、「感恩の旅」 （集集部注：感恩とは深い感謝の意味）

と名付けられた訪中団を結成し、2025年 9月 10日から5日間にわたり、中国・黒龍江省

ハルビン市を訪問しました。訪中団には、残留孤児とその家族など総勢80名以上が参加し、

終戦から80年という節目の年に、養父母への感謝と日中友好のメッセージを現地に届ける

活動を展開しました。 

ご存じのように、私たち中国残留孤児は、戦前・戦中の満州（中国東北部）などに置き去

りにされ、その後中国の養父母たちによって育てられた日本人です。そして長い年月を経て

日本に帰国しましたが、敵国の子どもでありながら温かい愛情を注いで育ててくれた養父

母への感謝の念を強く抱き続けてきました。 

 

今回の訪中は、高齢化が進む私たちにとって「最後の訪中団」 と位置付けられるもので、

一番若い孤児はすでに80歳を超えたという状況での訪問でした。だからこそ、この訪問は

単なる文化交流ではなく、歴史の生き証人としてのメッセージを未来へ伝える重要な機会

であったのです。 

日本と中国とは隣国でありながら、理解しあうことはとてもできていないのです。私たち

の訪問は、若い世代に歴史的真実を伝え、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に語り継ぐこと

により、日中間の相互理解を少しでも深めることができ、両国間の友好交流関係の土台を強

化することができれば幸いです。 

今回の訪中団は舞踏劇や音楽、詩歌朗誦などの表現活動を準備し、哈
ハ

爾
ル

濱
ビン

外国語学院と黒

竜江省評劇芸術中心劇場で披露しました。劇のテーマは「中国養父母への感謝」 に焦点が

当てられ、中国の養父母の深い愛情と慈しみへの感謝を、現地で直接伝えることができ、戦

後80年の節目に平和の大切さや友好の気持ちを示しました。 

 

この訪問は中華人民共和国駐日本大使館からの後援を得ており、各界からの多くの支援

と協力をうけ、スムーズに進行しました。今回の訪問は、単なる記念行事ではなく、歴史の

重みと未来への希望を併せ持つ意義深い事業でした。 「感恩」という人間の根源的な感情が、

複雑な歴史を乗り越えて新たな関係を構築する力を持つことを示しています。戦争という過

酷な時代を経て、故郷の中国の地で育まれ、やがて祖国日本に生きる私たち。この複雑で貴

重な経験を共有する帰国者同士には、 「知り合い」を超えた、運命的で深いものがあります。

歴史に刻まれた記憶が、舞台の上で感謝と祈りとなって甦りました。ハルビンの地で、歴史

認識の共有の元で中国の養父母への深い感謝と平和への願いが、日中の新たな絆を紡ぎだ
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すことができれば、と思います。 

 

しかし、今回の訪問には残念に思う点もありました。出発前に、方正県政府に「方正日本

人公墓」と「養父母公墓」の墓参りを申し込みましたが、許可されませんでした。中国国民

は一部の侵略を否定する日本の政治家への怒りを、日本の一般国民に向けるようになった

からです。確かに、埋葬された方は、国策で生まれた被害者である一方、まぎれもなく中国

側から見れば侵略の加担者でもあります。私たちは中国人民の気持ちが痛いほどわかり、日

本には狭隘なナショナリズム信奉者が高位高官にいる現状を見ると、不満は言えません。 

習近平中国国家主席は、以前の抗日戦争勝利記念日に「日本が侵略戦争を起し、中国人民

に災難をもたらしたのは日本軍国主義がやったことであり、中国政府と人民は未だかつて

あの戦争の責任を日本人民に帰したことはない」と語って、当時の日本政府と日本人民を区

別しました。中国国民の大多数もそのような考えを持っています。でも逆の立場だったら、

公墓は立てられたでしょうか、そして何人の「孤児」が生き延びられるか、考えさせられま

す。 

 

私ども「 法人 中国帰国者 日中友好の会」と「方正友好交流の会」は、共通する部

分があります。 

方正友好交流の会は、日本人の方々が中心になって設立されましたが、当初から黒竜江省

方正県に縁のある方々が参加してお互いに支え合い、交流を深める組織として、長年にわた

り重要な役割を果たされてきました。一方、私ども日中友好の会は、中国からの帰国者同士

が助け合い、日中間の相互理解と友好の発展を使命として活動してまいりました。 

我々ふたつの会は、目指すところの根底にある「祖国と故郷への想い」と「平和な世界の

実現」という理念において、ほぼ一致しています。私たちは過去の歴史と真摯に向き合いな

がら、それを未来への教訓とし、次の世代に継承させていく責務を負っているのです。この

強い絆を礎に、今後、連携と協力を強化し、微力ながらも両国関係の一層の発展に寄与でき

るものと信じております。 

どうかこれからも、手に手を携えて支え合いながら、このかけがえのない絆を深め、方正

県にある日本人公墓に自由に参る日が一日もはやく来るように、一緒に頑張りましょう。 

 

 

（いけだ・すみえ：池田澄江 NPO法人中国帰国者・日中友好の会 理事長 

１９４４年10月14日、黒竜江省牡丹江生まれ。中国名は「徐明」。帰国後に届け出た戸籍

上の名前は「今村明子」。1996年に偶然に姉と再会して判明した本当の名前は「池田澄江」

だった。3つの名前が、その劇的な半生を物語っている） 
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2025年12月28日 東京新聞 

東京新聞 2025年12月28日 
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満洲進出の歴史から見る「パレスチナ問題」と日本 

―『中学生から知りたいパレスチナのこと』を読んで― 

木村護郎クリストフ 

 

 岡真理／小山哲／藤原辰史著『中学生から知りたいパレスチナのこと』（ミシマ社 2024

年）という本を読みました。著者のうち、岡はパレスチナ問題そのものが専門ですが、小山

はポーランド史、藤原はもともとドイツ史の研究者です。中東（西アジア）の問題がヨーロ

ッパ、なかでも中東欧の問題と切り離せないということを指摘する視点が秀逸であり、多く

を学びました。中東欧で苛烈な迫害を受けたユダヤ人が今度はパレスチナで暴力的な支配を

行なっているという、迫害と暴力のいわば玉突き現象の悪連鎖をどうやって断ち切ることが

できるのか。本書は大きな問いを投げかけます。 

驚いたのは、日本にいる私たちにとって、パレスチナ問題が遠い世界の話ではないことを

考える文脈で、くりかえし満洲への言及がみられることです。よって、本誌で紹介したいと

思った次第です。本書で、満洲は３つの観点から登場します。 

 

 第一に、イスラエルの植民者が満洲に入った日本人を思い起こさせるという指摘です。

2022年 10月 7日にハマスが襲った、ガザ地区に隣接するイスラエルのキブツ（集団農業

共同体）は、元々アラブ人が住んでいた地域にユダヤ人が入植する形で作られたものであり、

岡によれば、「その内実は、ガザのパレスチナ人を監視する前線基地」（40ページ）ともい

えるとのことです。実際、住民の男性は軍事訓練を受けて武装しているとのこと。これが満

洲への日本人入植者と似ているという岡の指摘を受けて、藤原は、満洲への武装移民の「精

神構造はまさにイスラエルと同じ」（170ページ）であり、「『民なき土地に、土地なき民を』

というスローガンのもとにおこなわれたイスラエルの入植とうりふたつのことが起こって

いた」（171ページ）と述べます。 

私たちは、イスラエルの自分勝手にみえる主張や振る舞いに首をかしげてしまいますが、

これは決してユダヤ教特有のことではないのです。日本でしばしば、イスラエルの姿勢は、

正義をふりかざす一神教の特性として安易に理解され、他人事であるかのように評論されま

す。しかし、イスラエル政府が世俗的なユダヤ人主導であることは日本ではあまり知られて

いないかもしれません。本書では、いわゆる正統派のユダヤ教徒がシオニズムを当初から批

判してきたことにもふれています（191ページ）。 

最後の鼎談で岡が抗日ゲリラの撫順炭鉱襲撃に対する平頂山事件などを念頭に言うよう

に、「植民地支配され、そこからの解放を求める側がテロを起こし、植民地主義国家がさら

に殲滅の暴力を振るうということを、日本自身がやってきた」（177ページ）ことを忘却し

てパレスチナ問題を「宗教問題」として論じることは、問題の本質から目をそらすことに他

ならないでしょう。日本の満洲進出は日本国内の人口問題を解決するために有意義であり

現地の発展にも資するものであったという側面しかみない偏った歴史観は、ユダヤ人が自分

たちの国を作ることができるためにはパレスチナ人が ╩ ∫≡╙ ⌂™≤™℮

≤ ⅝≤™ⅎ╢≢⇔╞℮⁹ 
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第二に、戦前と戦後の連続性の指摘です。藤原は、ドイツ現代史研究でパレスチナ問題が

軽視されてきた経緯を問うなかで、ドイツが第二次世界大戦後、イスラエルに対して補償を

する反面、パレスチナ問題と向き合うことを避けてきたことを指摘します。ドイツでは、ナ

チス時代、ポーランド人などを追い出してドイツ人を移住させる東方植民計画を進めた学

者が戦後も活躍するなど、「非ナチ化」は不完全なものでした。それは日本にもあてはまる

ことであり、藤原は、満洲移民運動に関わった学者たちが戦後も大学に残って教鞭をとって

いたことにふれています（62ページ）。昨今、ドイツでイスラエル寄りに偏った姿勢が目立

つことが批判されていますが、その背景には、ホロコースト（ユダヤ人虐殺）への批判的な

向き合い方の徹底性に比べて、シオニズムと同根ともいえる自らの植民地主義へのふりか

えりが甘かったことがあるのかもしれません。日本も、満洲進出の歴史と戦後どのように向

きあってきたかを問い直すことが、パレスチナ問題への見方を深めることにつながるように

思います。 

 

第三の点は、「満洲国」のハルビンのユダヤ人社会との関連です。「満洲国」は、日本人と

ユダヤ人の直接の接点でもありました。小山が紹介するように、戦前の日本は、ハルビンの

ユダヤ人を利用して、反ユダヤ主義がないと宣伝することで「満洲国」の正当性をアピール

したとのことです（120ページ）。いわば日本の大陸進出政策のカムフラージュにユダヤ人

問題が利用されたといえるでしょう。 

以上は満洲に関わる部分のみとりあげたものなので、本書の全体像ではないことを強調し

ておきたいと思います。とても読みやすくかつ重要な提起がつまった本書の一読を勧めます。

最後に、小山のまとめの文章を引用して、この短い紹介を終えたいと思います。 

 

「今私たちが目の当たりにしている状況は、こうした歴史の積み重ねのいちばん先端なの

であって、パレスチナの戦争や、パレスチナに渡ったユダヤ人のふるさとであったウクライ

ナの状況というのは、私たちの外部ではない。私たち自身の歴史が絡まり合った問題なのだ

ということを、私はこの講義で申し上げたかったのです。」（121ページ） 

 

 

  （きむら・ごろうクリストフ：1974 年生まれ。上智大学外国語学部ドイツ語学科・大学

院 国際関係専攻教授。著書（共著、集著含む）に『言語的近代を超えて―＜多言語状況＞

を生きるために』、『節英のすすめ―脱英語依存こそ国際化・グローバル化のカギ！』、『多言

語主義社会に向けて』、『異言語間コミュニケーションの方法』など。） 
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胡桃沢さんの講演を聴いて 

井出 亜夫 

明治維新による日本近代化の影響の下、多くの中国人が自国の近代化を求めて来日しま

すが、日露戦争後の日本は、朝河貫一（イェール大学教授）「日本の禍機」（1909年）の警

告にも拘わらず、世界史の軌道を外してしまいます。対華21か条（1915年）要求の後、孫

文は「日本は欧米列強の走狗となるのか、アジアの王道を開く先駆者となるのか」と述べ日

本を去りますが、松岡洋右は「満蒙は日本の生命線である」と唱え、その後の日本は、満州

事変、日中戦争と前者の道を歩んでしまいました。 

満蒙「開拓」団の歴史を次の世代に伝えたいとする方正友好交流の会の講演会：上映：「あ

なたのいない村～満蒙開拓を語り継ぐ～」講演：胡桃澤伸さん（医師・劇作家）は極めて時

宜に即したものでした。 

1967年、私が通産省入省時、日本は中国との国交を有せず、その実現は 5年後、米国キ

ッシンジャー特使の極秘訪中・ニクソン訪中を経て、田中内閣によって実現に至ります。 

戦前の大陸進出(大日本主義)に反対した石橋湛山は、総理退任後、1959年訪中し次のよ

うに述べました。 

「1951年私が日本の総理大臣として内閣を組織した時の理念は、貴国との連携を図り、

その力を梃子に世界の平和を実現したいというものであった。中華人民共和国と日本はあ

たかも一国のごとく一致団結し、東洋の平和を護り、合わせて世界全体の平和を促進する一

切の政策を指導すること。両国は右の目的を達成するために、経済において、政治において、

文化において、出来る限り国境の障壁を撤去し、お互いの交流を自由にすること。両国がソ

連、アメリカ合衆国と結んだ関係は、前記の目的の実現のため、有効に活用することに努め

ること。」 

石橋の日中国交回復模索の背後には、単に両国関係の正常化だけでなく、世界平和の追求

という理念・理想が存在したのです。 

 

石橋の後を受けて、日中国交回復の井戸を掘った松村謙三は、1959年以来数回に及び訪

中します。文化大革命で中国社会が動乱の時期にある時、松村謙三に贈られた和歌として「杜

白の詩 羲之・真卿の 墨の跡 宋の陶磁も 君を待つらん」がありますが、かくも日中の

文化的一帯性は深いものあります。 

満蒙開拓平和記念館が創立されたのは2013年、その設立目的は、①開拓団に駆り出され

た人々の苦難の歴史を偲ぶ ②当時の国策の誤りを反省する ③中国人から土地を取り上

げたことを詫びる ④残留孤児を世話してくれた中国人に感謝するという理念を掲げていま

す。  

まさに、ここには日本帝国主義への反省が込められていますが、私たちは何故これをくい

止めることが出来なかったかを今一度振り返り、将来を展望することが必要、不可欠であり

ます。 

1943年11月生まれの私は、直接戦争を知りませんが、もの心ついた時、戦争で父親を失

い母親一人の手で育てられた友人、満州から引き揚げてきた家族の生活の苦しさを実感し
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ました。小学校時代に見た映画「長崎の鐘は鳴る」、「映画広島」、「２４の瞳」等を観、戦争

の悲惨さを痛感しました。 

戦後80年を迎えた今年、戦前の帝国主義への道への反省はかつてほど明確に意識されて

いません。ワイツゼッカ―独大統領の荒れ野の30年に見られるような過去への反省が十分

なされていないのが現実でしょう。 

今日世界は、「地球環境問題や、拡大する格差社会にどう取組むか」、「21世紀の市場経済

システムは永続できるか」という問題に直面していますが、論語、孟子、菜根譚等儒仏道の

東洋思想には、その解を説く要素が多数存在することを改めて痛感する次第です。 

わが国としては、①日中及びアジアとの交流の長い歴史を想起し、②わが国近代化の成功

と失敗の歴史を評価・反省しつつ、また、③今日の市場経済の欠陥を克服する共通の東洋思

想で意見交換し、両国の将来を展望していくことが求められます。そして、それが、日中両

国の共存共栄、世界史における両国の責任と役割を果たすことにも通じましょう。 

以下の東洋思想を紹介しましょう。 

前漢劉向「説苑」（楚の共王出猟して、その弓を遺う。左右これを求めんことを請ふ。共

王曰く、「止めよ。楚人弓を遺ふも、楚人これを得ん。又なんぞ求めん」。仲尼（注:孔子）こ

れを聞きて曰く、「惜しいかな、その大ならざる。人弓を遺ふも人これを得んと曰はんのみ。

何ぞ必ずしも楚のみならんや」と）。（国家の概念を超える発想） 

④宮沢賢治（1896年～1933年）（農民芸術概論綱要）・・・我らは一緒にこれから何を論ず

るか・・・ 

世界全体が幸福にならないうちは個人の幸福はあり得ない 自我の意識は個人から集団

社会宇宙と次第に進化する この方向は古い聖者の踏みまた教えた道ではないか 新たな

時代は世界が一つの意識となり生物となる方向にある 我らは世界の真の幸福を訪ねよう 

 

 

(いで・つぎお：1967年通産省入省、1999年退官 *OECD 日本政府代表部参事官、日本

銀行政策委員、経済企画審議官（OECD 経済政策委員会日本代表） *慶應義塾大学教授,日

本大学グローバル・ビジネス研究科教授 ＊中国の発展と環境に関する国際委員会

（CCICD）WG 議長、国際中小企業会議理事長、国際善隣協会会長 ) 
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満蒙「開拓」団史を如何に次世代に伝えるか 

胡桃沢伸さんのお話から教えられたこと 

星野 郁夫 

１．方正友好交流の会の将来への不安 

  去る７月１３日（日）東京一ツ橋の日本教育会館で、方正友好交流の会が主催する 「満蒙

「開拓」団史を次の世代に伝えたい」、とのタイトルで、講演会が開かれた。講師は胡桃沢

伸さん。劇作家で医師の肩書をお持ちの方である。 

 私は、何年か前に、大類理事長をつうじてこの会を知った。時の流れは、大類理事長の体

力にも及び、IT ・SNSなどの異常なまでの伸長の影響もあって、本年をもって、年に二回会

報の発行はとりやめ、新しい通信方法に切り変える、との情報を事前に得ていた。この情報

は、私にかなりの衝撃を与えた。会報の事務作業や財政的な困難さは、内部にいる人しかわ

からない。このことを承知しながらもどうなるのだろうか、との不安が心をかすめたのであ

る。 

  それにしても、「縄文人的スキル」しかない私たちには、なすすべがなくなることも目に

見えている。紋切り型のスマホの操作しか出来ない現実を前に、将来への不安を抱えたまま、

当日の参加となった。これまでの講演会や季刊誌は、満蒙開拓団の悲惨な歴史や、歪んだ日

本の歴史と誤った歴史認識、言語に絶する苦悩を背負って生きつづける被害者の声、そして

今なお戦争の傷跡にさいなまれながら生きつづける人達の実相など、多くのことを私たちに

教えてくれた。とくにつけ加えれば、元中国大使をされた丹羽宇一郎（伊藤忠元会長）さん

らの講演は、他のところでは聞くことのできない、高い質をもっていたといえる。 

  今度の講師となった胡桃沢伸さんとは、はじめての出会いである。私たちより若い。満蒙

開拓団の歴史からすれば、第三世代にあたる若い人とみえた。作家であり、精神科医の肩書

は、お話の内容からして伊達ではない。確かなものとして受け止めることができたので、大

類さんをはじめとした主催者の皆様に、改めて感謝を申し上げたい。開拓団史は、間違いな

く、第二世代～第三世代へ継承され、伝えられるものと確信できたのである。 

 

２．本質を深ぼりして見せたお話 

  それでは、講演の内容に少し立ち入ってみたい。おおよそ三つの部分で構成されていたよ

うに思う。1つは、自分のこと、祖父と旧河野村（現豊丘村）のこと。二つは満蒙開拓とは

何か。そして三つは、いま日本国内でおきている現実…参議院選挙のさなかに現れた、参政

党の「日本人ファースト」などのまやかしである。 

  一つは、満蒙開拓が搾取であり侵略であるとしたうえで、祖父のことを赤裸々に語ってい

たこと。このことは注目に値する。満蒙開拓は、国策として進められ、村長であった祖父は、

誇りをもって７０名以上の村人を開拓民として満州へ送った。ところが村人の運命は、１９

４５年の敗戦によって、一瞬のうちに暗転した。略奪、逃亡、飢え、病、子殺しなど耐えが

たい苦しみの中で、村人は集団死したのであった。このことを知った祖父は、翌年責任を感

じ、自殺をされたとのこと。祖父村長の胸中は哀しみと責任に応える始末のし方として、究

極の選択をしたのだと思う。この「武士道」にも似たケジメのつけ方は、無責任が大手をふ

ってまかりとおる現代では、特筆すべきことである。 

  しかし講師は、そこで終わらない。祖父が村人や遺族に対してお詫びしたとしても、侵略

をした中国の人々への謝罪がないというのだ。お話を聞いた私には、当時の時代状況や社会
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の制約があったと思えるだけに、孫にあたる講師の態度は、一歩踏み込んでいると、評価で

きる。そこでは、時代を超えて、生きつづける日本人にとって、忘れてはならない歴史の問

いかけをしているように見えるのである。 

  戦後、私の知る豊丘村は、民主主義とともに育った青年団運動があり、多くの活動家が育

ったところでもある。満蒙開拓事業の記念館の近くにある。 

  二つ目の満蒙開拓とは何かに移りたい。世界に向かって戦争を仕かけた日本軍国主義は、

中国東北部、蒙古、さらには東南アジアを主な戦場にした。その侵略の主要な構成をなした

満蒙という地域は、広大な自然、複雑な民族と国家がからむ国際関係、またそれぞれの社会、

文化と歴史をふくんでおり単純化した捉え方を許さない。講師は、これらのことを前提とし

つつ、満蒙開拓というカテゴリーをわかり易く分解してみせた。それは、次の１５項目であ

る。 ①農村の貧困 ②地主制度 ③国家主義・天皇制 ④国・県による自治体への介入 ⑤侵

略・軍国主義 ⑥植民地主義 ⑦棄民 ⑧逃避行・越冬 ⑨集団死 ⑩子殺し ⑪性被害 ⑫帰

国後 ⑬残留孤児・婦人 ⑭国の責任回避 ⑮送り出した側の無反省 などなど…。 

  この項目一つ一つは、さらに深く広い世界へと枝分かれしていく。しかも相互に深くから

み合う。日本人にとっては、そのどれとも正面から向き合うことが必要となる。 日本人は、

満蒙開拓という歴史に規定され、加害者であり被害者であることが、過去だけでなく現在も

未来も宿命であることを義務として課せられていることを認識しなくてはならない。 

 

３．現代…私たちに何かが、つきつけられている 

  講師が語った三つ目の課題にうつりたい。講師は、医師という肩書がついた精神科医であ

ることを告げた。私も若くして生命を失った、統合失調症の息子を持っていただけに、語調

やお話しの仕方に興味を抱いた。優しくかみ砕くような語り口には、なるほどと共感できた。

聞く側の立場にたった話し方は、印象的であった。 

  最後に講師が触れたのは、ＩＴ時代への過渡期に現れた「日本人ファースト」を掲げる参

政党の憲法草案である。前文には「八百万の神と祖先を祀り…天皇は悠久である」とし、第

一章は天皇から入る。およそ現代と世界から遠くはなれた、神話そして明治の時代に引き戻

そうとする天皇主権の国家像・天皇が示される。この超歴史的な言説が「日本人ファースト」

にシンボライズされ、日本の若者をとらえたことが参議院選挙で示された。この政党は、「国

家主義的オーガニック政党」と規定できよう。この講演が投票日の一週間前であっただけに、

指摘は的をえていたことを物語っている。 

  ご存知のように、選挙結果は石破内閣への不信をつきつけた格好だが、「対決より解決」

を訴えた国民民主党と参政党はマスコミでも歓迎された。現実を改革するより、維持に重点

が置かれていたことはまぎれもない事実だからである。しかも、ていねいに扱われていたこ

とをみればわかるように、保守勢力には、全くといってよい程に痛くも痒くもなかったので

ある。講演会を終って交流会が開かれた。上野千鶴子東大名誉教授らの顔も見えていたが、

参加者の発言や交流が行えなかったのは、誠に残念であった。ITの時代であれば、なおさ

ら人対人の直接の交流、ていねいな文字文化の維持は、重要ではないだろうか。 

いま危機といわれる日本の政治は、表に現れないアンダーグランドの世界で保守を支える

何かが働いているとしか思えない。 

 

（ほしの・いくお：1941年生まれ。埼玉県鴻巣市在住。元社民党全国連合常任理事。社

会文化会館館長。地域での自治会活動を通じて自治分権、福祉活動に携わり、現在、鴻巣市

で活動する「現代史研究会」の代表） 
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中国東北部に満州の埋み火 

田中 洋一 

 

 

 今年（2025年）の元日の夕暮れ、雪が降

り続く園地の外に私たちは立っていた。門

は閉ざされて中に入れず、奥に大きな石碑が

見える。門の上に「中日友好園林」の文字板

がまたいでいる。 

 中国黒龍江省の哈尔  （ハルビン）から方

正まで高速鉄道で１時間、さらにタクシー

で40分ほどの所に園林はある。高層ビルの

立ち並ぶ都会を離れ、近くに民家は見えな

い。それどころか、私たちの滞在中に前の道

を通った車はたった１両だけ。 

 

ǒダメ元で日本人公墓へ 

 80年前の日本の敗戦で、当時の満州各地に張り付いていた日本人の移民（いわゆる開拓

団）は逃避行を迫られる。幻の関東軍を頼りに方正（ほうまさ）を目指したうち約５千人が

一帯で犠牲になったと伝えられる。遺骨を中国人が埋葬した方正地区日本人公墓がこの園

地にある。残留孤児を育てた中国人養父母の公墓もここだ。 

 難しかろうと予想しつつ、私たちは日本人公墓と養父母の墓の前で手を合わせたかった

ので、ダメ元でやって来た。というのは、事前に哈尔 の旅行社に問い合わせ、園林には入

れないことを伝えられていたからだ。友好団体でもない一般人だからだろう。 

 年末年始の冬休みの期間に中国東北部を訪ねた。日本では懐かしい響きさえ伴う「満州」

だが、満洲国は日本が打ち立てた傀儡（かいらい）である。中国では「偽満」と呼び、各地

の施設の説明板には必ずそう書いてある。私たちは南から遼寧省、吉林省、黒龍江省の東北

三省の都市をこの順に訪ねた。冒頭の方正は、その中で最後の訪問地になる。 

 

ǒ大連で満鉄を探し歩く 

 遼寧省南端の遼東半島の中心都市が大連である。私たちは満鉄（南満州鉄道株式会社）の

痕跡を探して歩いた。地下鉄の駅を出ると、６階建ての機車医院（医院は病院のこと）がそ

そり立つ。かつての満鉄病院だ。 

 満鉄病院は他にもある。大連大学附属中山医院は、ロシアが建設した東清鉄道大連病院を

前身とし、満鉄大連病院の当時は「アジア最大の病院の一つ」だったと医院紹介にある。 

 機車医院の先には規則正しい長方形の区画に４階前後の集合住宅が幾棟も立ち並ぶ。一

中日友好園林の前に立つ筆者 

＝哈尔 市方正県 
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帯は満鉄の社宅だった。築 100年近い建物

の内部は分からないが、少なくとも骨格を

活かして今も使っている。 

 満鉄は、日露戦争後のポーツマス条約に

基づきロシアから譲渡された鉄道路線と沿

線の炭鉱を経営する半官半民の国策会社と

して1906 （明治39）年に設立された。鉄道

会社の枠を超え、関東軍と共に満洲国の支

柱となった。 

 社宅街から１kmほど南へ歩く。にぎやか

な肉店の前で、大橋遼太郎さんが「あっ

た！」と声を上げる。店の前に線路が埋もれ

ていて、レールの内側に「１９２１＠」の刻

印が読み取れる。＠は満鉄のシンボルで、丸

みのあるＭの真ん中をレールが貫いている。

1921年に鍛造されたレールだ。この区間は満

鉄の発電所に石炭を運び込む枝線だった。 

 大橋さんは鉄道に強い関心があり、満鉄に

ついても本やネットで調べている。さらに、

現地でしか知り得ない特ダネを探していたよ

うだ。鉄道に関連のある技術を大学院で研究

し、この冬は中国に短期留学していた。そこ

に日本から母親の春美さんが合流する。春美

さんは中国帰国者２世で、彼女の生家の跡を訪ね、親類たちと再会する旅でもあった。そこ

に私が便乗させてもらった。 

 

ǒあじあ号機関車の壮観 

 鉄道に疎い私でも満鉄の「あじあ」号の

ことは聞きかじっている。日本の技術が

産んだ世界最速の蒸気機関車で、新幹線

の原型－－ぐらいの知識だが。その「あじ

あ」号を瀋陽（旧奉天）郊外の瀋陽鉄路陳

列館で目の当たりにする。ここには現代

に至る数十両の機関車や客車、貨車、電車

が並んでいて壮観だ。 

 私が思い描いていたのは、特急列車「あ

じあ」号を牽引する先頭のパシナ型蒸気

機関車だ。とにかくデカイ。動輪の直径は

身長を超す２ｍで、線路幅 1435mmの標準軌を営業時速 120kmで駆け抜けた（最高時速

今も使われている満鉄社宅跡 

＝大連市沙河口区 

「１９２１」と満鉄マークの刻印が 

廃線レールに＝大連市沙河口区 

あじあ号先頭のパシナ型蒸気機関車 

２両＝瀋陽鉄路陳列館 
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130km）。石炭の補給を人手に頼らない動力給炭機を備えていたのは、大橋さんに教えても

らっていた通りだ。 

 陳列館に並ぶパシナ型は２両あり、どちらも青く塗装されている。そのうち751号は1934

年に満鉄大連機車工場の製造で、757号は同年に日本川崎重工の製造と説明板にある。同じ

型式のはずだが、給炭機を覆うスカートの長さが異なる。技術者たちはどんな議論をしなが

ら、パシナ造りを進めたのか。 

 大連機車工場とは、私たちが歩いてきた社宅街の道を挟んで対面にある広大な沙河口工

場を指す。大連を本拠地とする満鉄の主要な工場だった。敷地は今、中国中車の大連機車車

両有限公司の土地で、９階建てのビルが立つ。中国中車は世界最大の鉄道車両メーカーに育

っているそうだ。 

 私が帰国した直後にタイミングよく、中国の高速鉄道が時速400kmの営業運転を目指す

次世代のモデル車両を発表した、という記事が日本の新聞に載る。プロジェクトには中国中

車などが参画する。高速鉄道の総延長は日本の新幹線の13倍以上に達しているそうで、広

大な国土とともに旺盛な技術開発欲をうかがわせる。 

 中国の高速鉄道は在来列車と同じ標準軌を走る。主要駅では在来列車と同じホームも使

い、駅を離れると速く走れるように設計した区間に入るようだ。日本と大きく異なるのは、

日本ではJR在来線は狭軌（1067mm）で、新幹線は標準軌という全く別の線路を走ること

だ。当然ながら、在来線と新幹線ではホームも別だ。信号・通信システムも別系統になる。

こうした両国の歩みの違いが今後の事業展開にどう響いていくのか。 

 

ǒ大和旅館に日本の面影 

 満鉄は鉄道会社を超え、鉱工業やシ

ンクタンクにも乗り出す複合経営体だ

った。その中で、沿線の大和旅館（カタ

カナ表記もあるが説明板のママ）は一

等地に立つ迎賓館の役割を担った。 

 大連では大連賓館として、中心街に

ある中山広場周囲の一角を占める。こ

の大和旅館は百年建築として復元補修

中だ。10分ほど歩くと、満鉄本社跡が

陳列館として保存されていて、近くには

大調査部（という名称）の５階建てが見

下ろしている。大和旅館は瀋陽でも、同

名の中山広場に面している。かつて満洲国の首都だった新京（現吉林省長春）では長春駅の

真向かいに構えている。 

 私たちは瀋陽と長春で旧大和旅館に宿泊した。現代の感覚からみれば豪華さはないが、調

度品は昔の雰囲気を醸しており、日本らしさを感じさせる。瀋陽の遼寧賓館（旧大和旅館）

には浴槽があり、冷えた体を暖めることが出来た。私がこれまで体験した外国のホテルで浴

槽を備えていたのはここだけだ。 

復元保存する1914年開業の大連賓館 

（旧大和旅館）＝大連市中山区 
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 敗戦とともに満洲国は潰えた。満鉄は消滅し、ほとんどの関係者は日本に帰国した。だが

戦後の中国で、かつての満鉄の技術や遺産はどのように受け止められ、受け継がれたのか。

満洲国の負の歴史とは別に知りたいものだ。 

 

ǒ事変を刻むモニュメント 

 高さ10ｍはありそうなカレンダー型

モニュメントが目の前に立ち上がって

いる。「1931 ９月小 18 星期五（金

曜日）」と刻まれ、「農歴（太陰太陽暦）

辛未年」と続く。遼寧省瀋陽（旧奉天）

にある九・一八歴史博物館だ。 

 関東軍は1931年９月18日、奉天郊

外で満鉄の線路を自ら爆破し、これを

機に中国東北部の各地に攻め込む（満

州事変）。博物館のすぐ西側に線路が走

る。現場は柳条湖の近くで、長春に向け

て北上する翌日の車窓からモニュメン

トが間近に見えた。 

 日本の中国侵略の原点を伝える歴史

博物館を訪れた。爆破事件が関東軍の自作自演とばれたのは戦後になってから。日本の満州

支配を中国がどう受け止めて反発したのかを探り、思いを新たにする。 

 日曜の夕方だからか、幅広い年齢層の主に中国人が次々と入館してくる。説明板は中国語、

英語、日本語で書いてある。「中国共産党指導下の東北抗日連軍を代表とした東北の軍民は

……日本の侵略者と闘った」のトーンが通底している。 

 等身大もあろうかという人物パネルの前で足が止まる。雪の斜面で右手に銃を構えてい

る。抗日連軍の楊靖宇・司令だ。この人物の名前は澤地久枝さんの本で読んだことがある。 

 『もうひとつの満洲』（文藝春秋刊）を改めてひもとくと、著者は楊靖宇に二つの章を充

てている。反満抗日に命をかけた革命烈士で、日満側からすれば共産匪の巨魁だった。 

 楊の結末は、1940年２月23日に吉林省の村で壮烈殉国した。日本軍が腹部を解剖したと

ころ、胃の中には枯れ草と樹皮しかなく、一粒の穀物も出てこなかった－－とパネルにある。 

 この展示のあたりから、「前進」のマーチが少しずつ聞こえてくる。中華人民共和国の国

歌「義勇軍進行曲」だ。抗日の歌曲であるのをしばし忘れて、映画「カサブランカ」の酒場

で「ラ・マルセイエーズ」（フランス国歌）の流れる抵抗の場面が思い浮かぶ。 

 戦後の展示に移ると、撫順戦犯管理所に送られた日本の将兵や満洲国官僚が罪を認めて

改心したコーナーに出る。重罪のはずなのに死刑や無期はなく、日本に復員・帰国した後は

自らの悪事を証言する罪認活動を貫いた中国帰還者連絡会の面々だ。 

 モニュメントを型どった文鎮を土産に買い求めた。今も机の上に置いて、歴史記念館での

体験を思い起こしている。 

 

九・一八歴史博物館の巨大な 

モニュメント＝瀋陽市 
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ǒセキュリティ厳しい列車旅 

 列車の移動が多い旅で、保安（セキュリティ）の厳しさに驚く。たとえば大連や瀋陽など

の駅で列車に乗る場合、まず駅構内に入るために荷物は金属探知機を通し、人も探知機の門

をくぐる。外国人の私たちはパスポートの提示が求められる。入線時刻が近づいて改札する

時もパスポートを提示する。さらに、列車に乗り込むホームでもパスポートだ。つまりパス

ポート提示は３回必要になる（高速鉄道では乗り込む際の提示は不要なので２回）。 

 厳しさは地下鉄でも同じ。地下鉄駅の構内に入るのに金属探知機とパスポート提示が要

る。「2008年の北京オリンピックからです。こんなに厳しくなったのは」と同行の大橋春美

さんは言う。春美さんはオリンピック前後に北京の大学院で英語教育の研究をしていたの

で、社会の変化がよくみえている。 

 私たちは吉林省長春に移る。かつての満洲国の首都、旧新京だ。大連や瀋陽と異なり、新

京の中心街は野原に大同広場の丸い区画を描き、円周上に諸官庁の建物を計画的に配置し

ていったことが写真から見て取れる。手始めは満州電信電話会社と満州中央銀行だった（太

平洋戦争研究会著『写真が語る満州国』）。 

 関東軍は東北地方を中国から切り離し、当初は日本が領有する構想を持っていた。理論的

な支柱が石原莞爾（元関東軍作戦主任参謀）だ。満蒙の開発で日本国内の窮状を打破し、総

力戦遂行の自給自足圏を確立－－との青写真を描いていた（山室信一著『キメラ－－満洲国

の肖像、増補版』）。 

 だが領有化は後退し、満州事変の翌1932年３月１日に満洲国として独立させる。既に満

州に移っていた清朝廃帝の愛新覚羅溥儀を、２年後に皇帝に迎えて帝政を敷く。すべて関東

軍の差し金だ。 

 

ǒ溥儀の皇宮と蘭の国章 

 長春には皇帝の仮宮殿があり、偽満皇宮博物院として公開されている。年少の溥儀の写真

とともに、満洲帝国国章の「蘭」（図案化したフジバカマ）を配した引出物などが目を引く。

菊の紋章の日本のものと対比して展示されている。 

 満洲国の帝制を、あくまでも形の上でだが、関東軍は日本の天皇制と相似形にしようと試

みた。その意図に、領有化できなかった悔しさが透けてみえるようだ。 

 さて、中国政府は「偽満」時代の建物をよく保存・補修して使い続けている。この皇宮博

物院もそうだが、もう一例を挙げよう。長春の関東軍司令部跡は共産党吉林省委員会として

現役だ。城のような三角屋根が特徴のこの建物を撮ろうとスマホを構えた私たちは、守衛に

追い払われた。 

 極東ロシアで仕事をしてきた友人の指摘は面白い。「中国は日本の遺跡を残しており、そ

の点はロシアと異なるね。ロシアは樺太で日本時代のものをほとんど解体している」 

  

ǒ七三一犠牲者の花束に涙 

 哈尔 市郊外の侵華日軍第七三一部隊罪証陳列館はぜひとも訪ねたい施設だった。七三
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一部隊は関東軍防疫給水部という表の顔とは別に、細菌戦を仕掛けようと、日本では出来な

い人体実験を繰り返してきた。反満抗日やスパイ容疑の中国人らを捕らえてここに運び込み、

マルタ（丸太）と呼んで特設監獄に収容し、細菌兵器を造るための実験材料とした。 

 部隊は敗戦後に施設を爆破して逃げたが、コンク

リートの基礎は残り、大きさに驚く。見学者は特設

監獄に出る前に半地下の暗い通路をくぐる。その壁

に犠牲者の氏名を刻んだ陶板が並んでいる。大雑把

だが千枚近い陶板が掲示され、あちこちに花束が手

向けてある。涙を禁じ得なかった。犠牲者は３千人

以上と推定されている。 

 ここで私はささやかな発見をする。施設の一角に

ボイラー室があり、２本の煙突が姿を留めている。

今や七三一陳列館の象徴的な光景になっている。だ

が、煙突は２本の間にもう１本立っていたのだ。中

ほどから折れて壁に隠れている３本目の煙突は、か

つてマルタを運んできた線路を踏み越え、施設の外

側からだとよく見える。 

 

ǒホームに安重根の狙撃跡 

 日本の朝鮮支配を憂いていた安重根は 1909

年10月26日、哈尔 駅頭で伊藤博文（当時は

元総理大臣で枢密院議長）を射殺した。安の事

績を伝える義士紀念館は、哈尔 駅に接する、

というよりも駅舎南端に組み込まれた一角にあ

る。展示室の奥まったガラス窓からプラットホ

ームが眺められ、現場が見える造りになってい

る。狙撃した瞬間の安と伊藤の位置には目印が

はめ込まれている。 

 『安重根』（韓碩青著、金容権訳、作品社刊）でやむにやまれず犯行に至る安の心情を読

んでいただけに、現場を見て胸に迫ってきた。なお、安をその場で取り押さえたのはロシア

官憲で、哈尔 は当時ロシアが支配していたことが分かる。安はその後、関東都督府の法廷

で死刑判決が言い渡され、旅順監獄で刑死した。 

 

 

（たなか よういち：ジャーナリスト。新聞記者として信州に計10年駐在し、満州移民に関

心を抱く。本稿は2025年１月に発信したメールマガジン「歩く見る聞く」110号と111号

を基にした） 

 

 

安重根が伊藤博文を狙撃した哈尔 駅 

ホームの見える安重根義士紀念館 

３本の煙突が見えるボイラー室跡＝ 

侵華日軍第七三一部隊罪証陳列館 
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「いのち輝け 二度とない人生だから」（蓼沼紘明著） 

～私の日本国憲法「ともいきの日記」～ 

椎名 鉄雄  

 

蓼沼様、素晴らしい本を著していただき有難うございます。僭越に存じますが、私の感想

を記します。 

「いのち輝け 二度とない人生だから」のタイトルに、この本の真髄が表されているように

感じます。蓼沼様は旧満州で生まれ、戦火にさらされた満州から奇跡的に生き延びられて家

族と共に日本に引き揚げてこられたのですね。満蒙開拓青年義勇隊（開拓団）は、真実を知

らされずに入植し、敗戦の情報さえも伝えられずソ連軍の攻撃にさらされました。満州に置

きざりにされたのです。集団自殺さえも強制されました。関東軍は既に退却していました。

ご一家は、日本への引き揚げの後も、国から群馬県の痩せ地を与えられ、凄まじい開拓の苦

労を味わいました。こうした経験がこの本の起点になっていると感じました。 

 蓼沼様は、東京大学に入学し大学紛争を経験され、卒業後も東京都庁はじめ裁判所、法学

館・伊藤塾、法学館憲法研究所等で研鑽を積まれ、日本国憲法の真髄を学ばれたのですね。

そして、「ともいき」の思想に到達しました。 

 

 日本国憲法では三つの原則を定めています。一つは９条の戦争放棄です。戦力の不保持を

明確にしています。二つ目に１３条の個人の尊厳です。すべての個人は個として尊重されま

す。２５条では生存権として、最低限の文化的生活を保障しています。これは「ともいき」

の姿です。三つ目には、主権は国民にある（主権在民）ことを明示しています。選挙で選ば

れた国会議員を含むすべての公務員は国民への奉仕義務を負っています。この三つの原則を

実現することが憲法の目的となっています。この平和、個人の尊重、民主主義の原則は世界

平和の実現を目指す国連憲章の原則とも合致しています。そしてこれは「共生・ともいき」

の思想にも合致します。日本国憲法は世界の最先端に位置するものです。混沌とした世界の

現状から抜け出すための道標的存在です。世界中の人々の「いのちを輝かせる」道は、この

道しかありません。 

 憲法は国家の大きな枠組みです。私たちは、その枠組みの中で生活しているのです。経済

生活、市民生活の枠組みは憲法の枠組みの中で営まれている筈です。この枠組みに違反した

法律は無効となります。憲法は目的、目指すべき方向を示しています。現状では到達困難な

課題もあるかもしれません。しかし一歩一歩理想に近づけていくことが市民と政治の使命

です。しかし、現在のエリート（既得権益者）達は「今だけ」「金だけ」「自分だけ」のため

に活動しているようです。企業家は利益追求に夢中です。公益性を疎かにしています。今の

自民党の政治家の多くは「金まみれ」となって自己の権益維持に夢中のようです。こうした

中で、国民の多くは政治不信に陥り政治に無関心（投票権放棄）となっています。選挙の投

票率は５０％前後となっています。これは危険な兆候です。ドイツのヒトラー政権は、エリ

ート層の油断と国民の政治への無関心とナチスの巧みな宣伝に踊らされて人々がナチスに
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投票して生まれました。民主的選挙によりヒトラー独裁は生まれたのです。日本の戦前のフ

ァッシズムはやはり形の上では選挙を経て誕生しました。この現象は、当時の経済不況、貧

困、生活困難の中から生まれたものと考えられますが、いずれにしても民主主義的手続きの

中から独裁政治が誕生したことは事実です。そこには国民の主体性は見られません。エリー

ト層（既得権益者）の思うままに操られたのです。選挙においては、マスメデアの影響力は

絶大です。今は新しい戦前の始まりといわれています。その兆候は随所に見られます。憲法

改正案（自衛隊の明記、敵地攻撃力）、歴史の捏造・侵略戦争否定、政教分離否定、教科書

への政治介入、個の軽視・公の重視、愛国心の涵養（君が代の強制）等々。この流れからエ

リート層の巧みな戦略が感じられます。現行の憲法の枠組みの中で市民の意識転換（憲法改

正）を図ろうとしています。 

 

 どうしたらよいか。それは、市民が主体性を発揮しその流れを食い止める以外には方法は

ありません。有澤広巳先生は著書「ワイマール共和国物語」の中で、民主主義は内部崩壊の

可能性を秘めていると指摘しています。今は民主主義の内部崩壊は進んでいるのではないか。

これを食い止める方法は、現行の憲法三原則を守り抜くことです。「平和」、「民主主義」、「個

人の尊厳・生存保障」の原則を守ることにより時代の逆流を止めることができます。そして

「共生・ともいきの社会」の構築は可能になるのだと思います。 

 人間は誰でも一人では生きられません。自然の恵みをいただき、家族、地域、社会の中で

支え合って生きているのです。「今さえよければ」「金さえあれば」「自分さえよければ」と

いう価値観は、利益中心の新自由主義・市場原理主義（全てを市場に任せる）が生み出した

思想・価値観です。今の政治はこの価値観で動いています。人々は「競争」の中で分断され、

疲れ切っています。競争に勝ちさえすれば幸せになれるのだ、という価値観に私はついてい

けません。私たちはここから抜け出すためには、「競争」から「共生・ともいき」へと価値

観を変えなければならないのではないでしょうか。時代はそれを求めていると思います。日

本の憲法は、制定時からその価値観転換を私たちに求めていると思うのです。 

 

 私事で恐縮ですが、私の孫が妊娠しました。私は喜んでいます。生まれてくるひ孫にプレ

ゼントを考えていますが、この文章を書いているうちに最高のプレゼントは、今の憲法を守

ることだと気づきました。今の憲法を次の世代に繋いでいくことは、次の世代を幸せにする

ことに繋がるんだと思ったのです。すべての人の人間らしい生存を保障することが「共生・

ともいき」社会の理想像だと思います。一老人となった私もできることはやっていきたいと

思っています。この理想像の追求を次の世代につなげていきたいと願っています。 

 

 

（しいな・てつお：1936年、千葉県匝瑳市に生まれる。法政大学経済学部在学中は有沢広

巳ゼミナールに所属。卒業後、千葉県信用農業協同組合連合会（現在、農林中央金庫千葉支

店）に就職。千葉県農業コンサルタント協会出向。現在は悠々自適の身？！） 
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青年“劉芳生”の行方を探して１６年、真相判明の軌跡 

――「ハルビン大陸学院」と井芹貞夫・劉書卿夫妻 ―― 

長谷川 清司  

 

昨年(2024年)６月刊の「方正友好交流の会」の会報３８号に投稿した一文「“夜幕下的哈

爾濱”時代の『ハルビン大陸学院』」は同学院が歴史に埋もれないことを願いつつ、またその

概要を広く人々に是非知ってもらうのが目的だった。同学院は1935年9月に開校、日本が

敗戦した1945年8月まで約10年間存続、中国人学生を対象にした全日制の国民高等学校

だった。1930年代のハルビンは別称“夜幕下的哈爾濱”とも言われている。学院の概要を調

べていく過程で「大北新報」新聞社の経済記者を本業としながら暇を見つけては同学院の事

務・庶務関係の仕事を補佐していた一人の中国人、劉芳生がその青春の人生を懸けて 1930

年代の反満抗日運動に深く関わっていたことが分かってきた。 

建設関係の会社で働いていた筆者は60歳の定年を迎えると同時に迷うことなく厳寒とい

われる中国東北部のハルビンへ語学留学に向かった。昔は自宅の居間を、後には一室を専用

の教室にして、1984年4月から 2009年8月まで寺子屋式の中国語講習会を毎週夜間二回

開き、同学達と一緒に中国語を学んできた。以前、東京に15年ほど在住していた時、語学

の師である井芹貞夫先生、劉書卿先生の夫妻を知った。両先生は共に日本で最初の正式な中

国語の専門学校「日中学院」で講師を長く務め、同時に自宅では夜「東京(北区)中国語講習

会」を主宰していた。劉書卿先生の二番目の兄の名が“劉芳生”である。 

 

手がかりとなった幾つかのキーワード 

留学先のハルビン師範大学国際文化交流学院で午前中は各国の若者と一緒に中国語を学

び、夜は『ハルビン大陸学院』と劉芳生のことを調べることに時間を割いた。ハルビン市の

人口は約960万人だが、日本人は各大学日本語学科の語学教員、留学生、商売などで在住し

ている人を全部含めてもたったの 100人ほどだった。この極端に数の少ない日本人は日本

語を専攻する中国人学生にとっては貴重な教師であり、友でもある。そうした事もあって各

大学の垣根を越えて日本語を学ぶ中国人学生とも知り合いになる機会が少なくなかった。留

学先のハルビン師範大学の図書館、また知り合いの中国人学生が在学する黒竜江大学の図

書館、ハルビン市立図書館、黒竜江省立図書館、ハルビン烈士記念館の資料館などへ機会が

あるごとに赴き、史的資料を求め歩いた。 

留学して 2ヶ月ほど経った頃、恩師の一人娘である井芹龍野さんから母劉書卿が晩年に

手書きした「備忘録」のコピーが留学生宿舎に送られてきた。その中に1937年5月30日、

次兄は日常のいつもの出来事のように笑顔で手を振り、妹の劉書卿と別れたとある。それが

最期で二度と家に戻ることはなかったと記されていた。30日の午前10時頃、勤務先の「大

北新報」新聞社の門前で待ち構えていた偽満州国ハルビン警察庁特務科の日本人特務に連行

されたのである。 

どこかに劉芳生に関する何か手がかりになるような記事や記載があるかもしれないと夜
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は留学生宿舎でいつものようにパソコンで中国のインターネット「百度」(日本版Yahooに

相当)を調べていた。劉芳生は「ハルビン法政大学」の卒業生で1937年4月15日の「四・

一五事件」に関係した余波で逮捕されていた。「ハルビン大陸学院」「大北新報」など何点か

の字句が探索のキーワードになるのではと考え、毎夜パソコンで関連する記事を一つも漏

らさぬよう注意して見るのが下校後の日課でもあった。 

2010年2月8日、パソコン画面に偶然「劉

芳声」の三文字を見つけた。“声”は中国語で

は“shēng”と発音、“生”の字も“shēng”と読み

発音は同じである。「 音」(字音が互いに一

致)なので、これは「劉芳生」と同一人物に絶

対に間違いないと確信、思わず膝頭をポンと

叩き「やった」と喜びの声を発した。その内

容が書かれていたのは遼寧大学教授の張勁松著『日本関東軍侵華罪悪史』の中の「四・一五

事件」に関する記事だった。早速、4月の清明節の休みを利用し、瀋陽市在住の張教授を表

敬訪問した。張教授の父が日中学院の第三代学院長：安藤彦太郎と知り合いであったという

縁もあり、話も弾み、調査・研究もさらに発展した。 

張教授からハルビン市社会科学院の高暁燕研究員を紹介された。インターネットや図書

館ではどうしても探し当てられなかったハルビンの老作家関沫南著『春花秋月集』の作品を

ダウンロードできて、更に『日本軍暴行録・黒竜江分巻』など1930年代の抗日運動を記し

た重要な史料を提供していただいた。これらの史料の中から「哈尔 私立大陸学院」の九文

字や「道里大陸補習学校」の記載を発見、それが井芹先生創設の『ハルビン大陸学院』であ

ることが判明した。その後は『備忘録』に記載がある「左翼文学事件」や「法政大学事件」

「大北新報」「偽満州国哈爾濱警察庁特務科」などのキーワードと共に薄皮を剥ぐように、

或いは絡まった釣り糸を解くように当時の状況の全容が徐々に分かるようになってきた。 

 

冊子『ハルビン大陸学院』を上梓 

2010年8月末、留学先から帰国。2023年10月に上梓した冊子が「1930年代 中国東北

の私立学校『ハルビン大陸学院』」である。発行に際し、また

新たな発見があった。同冊子に掲載した東京(北区)中国語講

習会同学の写真が、ハルビン在住時代に後藤新平が創設した

ロシア語の専門学校 「ハルビン学院」 （後に国立大学になる）

の卒業生であり、同時に 『ハルビン大陸学院』の夜間部で中

国語を学んだ人だった。姓は分かっていたが名も知りたかっ

たので東京新宿にある「ハルビン学院連絡所」に調べてもら

った。その過程で、偽満州国哈爾濱警察庁特務科の科長だっ

た泉屋利吉なる人物が帰国後、石川県にある私立金沢工業大

学を創立した人物であることを教えてもらった。 

劉先生の『備忘録』には井芹先生が地下共産党員として逮捕された『ハルビン大陸学院』

の三名の教師の件で偽満州国ハルビン警察庁を訪れた時、直接応対したのが日本人の刑事

科長と記載されている。偽満州国ハルビン警察庁は「大白楼」と呼ばれ中国人には近寄るこ
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とさえ恐れられていた。学院長の井芹貞夫先生は日本人なので担当の刑事科長に会うこと

ができ、逮捕の真相を尋ね、寛大な処分をお願いしようとした。だが、その結果は「とんで

もない大陸学院だ！最初から反満抗日分子を隠す地下巣窟だ、当然ぶっ潰さなければなら

ん。日本人の校長だから手加減はしているが、…(中略)…一度詳しく調べに行かねばならん」

と特務科刑事科長は冷酷無情な凄い形相で返答。「お前は自分が大和民族の帝国臣民だとい

うことを忘れるな！お前は本当に物分かりが悪い、ぶん殴られたいのか！」と怒鳴り捲られ、

追い返されたと『備忘録』に記載されている。  

 

なぜ「ハルビン法政大学」出身者が狙い撃ちされたのか？ 

1937年4月15日に起きた所謂「四・一五大検挙」につながる「法政大学事件」で卒業生

が計12名逮捕されている。その中には同年5月30日に偽満州国ハルビン警察庁特務科に

よって逮捕された劉芳生も含まれていた。なぜハルビン法政大学出身者が狙い撃ちされたの

か？1931年 9月 18日の満州事変後、同大学には地下党組織の反帝国主義大同盟組織が設

立された。そして日本の侵略者に抵抗する東北救国抗日聯軍の馬占山将軍を支持する運動

を展開していた。教師や生徒は街頭に出て募金活動を行ない、更に前線で戦う抗日兵士将校

を慰問していたことなどが原因で標的にされた大きな要因の一つだった。 

 

ハルビン再訪と于冰が発信したユーチューブの反響 

2025年4月21日、劉芳生やハルビン大陸学院の教員のことを記載した冊子「1930年代 

中国東北の私立学校『ハルビン大陸学院』」を東北烈士記念館に贈呈すると共に展示をお願

いするためにハルビンに向かった。同館訪問の前日(4月 24日)、一風変った特長ある書店

を運営する「松光里書店」を訪問した。ハルビン再訪の一ヶ月ほど前、たまたま「微信の視

頻」(中国版ユーチューブ)を視聴していた。発信者の于冰女史は書店を経営する傍らハルビ

ンの歴史や文化などを「視頻」で熱っぽく語るのを見て興味を持ち、駄目で元々と普通の航

空郵便で手紙を一通出した。 

出発二日前の4月19日夕方、同書店のスタッフから来店を歓迎とのメールが届いた。こ

れがこれから起きる劉芳生探究の飛躍的な発展になるとは夢にも思わなかった。24日の午

後2時半に同書店を表敬訪問した。だが、面会を約束していた肝心の書店主：于冰女史は父

親に付き添い病院へ行っているので暫く待って欲しいとのことだった。待っている間、メー

ルをいただいた男性スタッフの王闖さんと来店の意と持参した冊子『ハルビン大陸学院』の

内容について会話をしていた。2時間ほど遅れて于冰女史が戻ってきた。話題は冊子の内容

と劉芳生についてだった。談笑している情景を「スマホで動画に撮りたい」との要望が出さ

れたので快く受け入れた。1時間ほど談笑して書店を後にした。翌日は予定通り東北烈士記

念館を訪問、冊子を贈呈した。  

一週間のハルビン訪問を終え、4月 29日に帰国した。メーデー(5月 1日)当日、于冰女

史が「視頻」を送ってきた。劉芳生について書店で談笑している動画だった。ユーチューブ

のフォロワー数が画面に出ていた。すでに 5.6万人と表示されていた。14億人もいる中国

なので、数としては少ないのだろうと思っていた。だが、その反響の大きさに驚かされた。 

先ず、5月2日に見知らぬ人から外国人が抗日烈士の調査をしていることに対する感謝の

メールが届いた。3日には浙江省抗日戦争研究会の秘書長からメールが送られてきて、731



51 

 

部隊関係と日本軍の生物化学兵器との関係で「劉芳生はその犠牲になったのでは？」との問

い合わせだった。7日には中国の辺境で日本語を教えている中国人教師からのメールだった。

日本に留学して学んでいるハルビン出身の学生からもメールが送られて来た。ハルビン在

住の舞台副監督からのメールもあり、その見知らぬ副監督は今年10月の国慶節の連休を利

用して夫婦で我が家を訪れた。圧巻はメディアからの取材申し込みだった。中でも上海の新

聞『文匯報』の記者と中国中央テレビ局CCTV13の記者からの問い合わせは一頭地を抜い

ていた。 

 

上海『文匯報』記者が取材に来日、紙面計2面全部を使い報道 

新聞記者：温 さんからのメールは劉芳生の件に関し、私(長谷川)の特集記事を掲載した

いので先ずは返事を頂きたいと、A4用紙一面を使い核心的部分を鋭く突く質問をしてきた。

そして現地取材にも対応して欲しい旨を流ちょうな日本語で連絡をしてきた。A4用紙計22

ページで彼女の質問に回答すると共に関係資料をEMS国際ビジネス宅急便で「文匯報」社

宛に送付した。郵便物が彼女の手元に着くと同時に新たな質問を間髪を入れず次々とメー

ルで送ってきた。それが更に発展、翌6月の13日(金)～18日(水)まで6日間の予定で福井

の我が家へ取材に訪れた。 

14日(土)、福井中国語講習会の同学が全員参加して歓迎会を開き、各同学も取材を受け

た。16日(月)の午後から北陸新幹線に乗車して埼玉県在住の井芹・劉夫妻の一人娘の井芹

龍野さん宅を訪問、取材する予定だった。その温 記者が出発当日の正午に突然高熱を発し

た。近くの病院で診察したところコロナに感染していることが判明。急遽、埼玉への移動を

中止、我が家で一週間、隔離・療養することになった。若い頃スポーツで鍛えて丈夫そうな

温 さんだったが、高熱には勝てず療養に専念した。 

身体も癒えた21日(月)井芹龍野宅へ私も同行、取材を終えた23日(水)に帰国した。その

取材の結果が8月28日付『文匯報』に紙面2面全部を使い大特集が組まれ、記事が掲載さ

れた。標題は長いが紹介すると次のようである。 

【特30版】16年にわたる国境を越えた調査、八十年の歴史の霧を晴らす 

―― 日本老人、抗日英霊の犠牲真相を執念深く追い求める 

【特31版】追跡者の答え：英雄の事績を歴史の埃から掘り起こす 

―― 抗日英霊調査者・長谷川清司と井芹龍野に独占インタビュー 
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再びハルビンへ、「東北烈士館」と「ハルビン法政大

学」旧跡へ赴く 

7月 12日～19日まで中央テレビ局 CCTV13と黒

竜江広播電視台の取材を受ける為、ハルビンを再び訪

問した。わざわざ取材のために訪中したのではなく、

7月 5日～7月12日まで「福井中国語講習会」恒例

の語学研修旅行で大連→瀋陽→撫順→大連へ行って

いたので、この旅行を利用する形で取材を受けること

に同意した。同学達が大連から帰国した12日の午後、

私一人が大連からハルビンへ高速鉄道で北上した。夕

方五時過ぎハルビン駅改札口にCCTV13の女性記者

楊洋さんが待っていた。テレビ局のカメラマンが撮影

を始めた。宿泊先のホテルまで車中で取材を受けた。

翌13日は日曜日のため一日休息を取った。14日(月) ・15日(火)の両日は昼食時を除き、午

前9時から夕方5時まで楊洋記者が同行、みっちり取材を受けた。14日は「ハルビン法政

大学」跡地を見学、中共哈爾濱市委史志研究室の歴史研究家：辺清山さんも楊洋記者に同行、

1930年代当時の状況について説明を受けた。跡地の校庭には三人が手を繋ないでも届かな

いほどの太さの樹齢 153年の楡の古木が緑の葉を生い茂らせ、地中深く根を張ってそびえ

立っていた。この老古木こそが1930年代大学に通う劉芳生の様子を毎日身近で見て知って

いる、もの言わぬ生き証人ではないだろうかと一瞬感慨に耽(ふけ)った。 

その後、場所をハルビン工業大学博物館の会議室に移して劉芳生に関しての取材を受けた。

取材は上海『文匯報』新聞記者：温 さんの内容と類似或いは重なる所が多くあったので戸

惑うことなく質問にはほぼ漏れもなく完璧に中国語で答えることができた。  

翌15日は東北烈士記念館を訪問、佟国波館長と面談した。この時、テレビ局スタッフの

ミスで私の胸に付けた小型マイクの電源が切れていることに気付かなかった為、15分間ほ

ど会話内容の音声が途切れた。結果映像もカットとなった。その時、劉芳生について「大北

新報」、「ハルビン大陸学院」、井芹・劉夫妻との関係など肝心、要(かなめ)な部分を詳しく

説明していたのだが音声がないため本当に残念なことだが映像までもがカットされてしま

った。会談後、烈士館の展示物を専門ガイドが一つ一つ丁寧、且つ詳しく案内してくれた。 

 

CCTV13の記者と一緒に「黒竜江省档案館」へ 

同日の午後3時過ぎ、「ハルビン大陸学院」、「大北新報」、「劉芳生」、「4 ・15大逮捕時件」

などに関する貴重な情報が少しでも得られることを期待しつつ「黒竜江省档案館」へ向かっ

た。「档案館」とは保存する文書を意味し、その文書の中には個人の身上調書・公文書・音

声までもが含まれ、権力側が個人情報を把握する国家機関である。従って、本人は勿論自分

の「档案」に一体どんなことが書かれているのかを知ることも閲覧することもできない。従

って、全く無関係な外国人である者が館内に入ること自体まず考えられない。だが、国家が

運営する中央テレビ局CCTV13からの取材申し出が功を奏したのか入館不許可にされるこ

ともなく敷地内に入ることができた。シーンと静まり返った 2階閲覧室受付で手続きを済

ませた。関係する1930年代当時のボロボロで半分ほどちぎれたものや三分の一ほどしか残
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ってなく古ぼけて切れ切れになった 「大北新報」新聞を破れはしないかとヒヤヒヤしながら、

一枚一枚丁寧にめくり、何か手がかりはないかと楊洋記者と一緒に目を皿のようにして調

べた。提供された2冊の大判のファイル内にはそれらしき情報は見つからなかった。 

次にパソコンに提供された情報を入っている画面を丹念に調べていった。画面にあるのは

1930年代印刷の資料なので全てが縦書き、しかも繁体字。その量は膨大だった。その中に

何点か核心的な情報を見つけた。記者と二人して「有った、見つかった！」と周りを気にし、

声を殺しつつ低い歓声をあげた。その様子をテレビ局のカメラマンがすかさず撮影していた。

図書館なら該当箇所をすぐにコピーしてもらえるのだが、「档案館」にはその自由がなかっ

た。また、画面をスマホで写真に撮ることも禁止されていた。内容も書き写すには許可が必

要だった。やっと見つけた時間は運が悪いことに職員が退勤する午後五時をすでに回ってい

た。後ろに立った職員からは閲覧室から早く去るよう督促された。 

 

CCTV13「東方時空」が劉芳生を探究する日本人調査者の模様を放映 

帰国して一ヶ月が過ぎた8月9日(土)北京時間夜8時29分から約18分間、CCTV13は

「劉芳生とは誰なのか？高齢の日本人男性が16年間、なぜ彼をかくも探し続けているの？」

というタイトルで中国全土に放映した。楊洋記者はその映像を DVDに録画、EMS国際郵

便で送ってくれた。映像は劉芳生が「大北新報」の記者で偽満州国ハルビン警察庁特務科に

逮捕され激しい拷問の末に殺されたという文書を「档案」史料として写し出した。これで劉

芳生が偽ハルビン警察庁特務科によって殺害されたことがはっきり実証された。 

                      

2019年11月7日付けの日本の『北陸中日新聞』には満州国で15年間、諜報活動に携わ

っていた泉屋利吉の記事が掲載されている。ハルビンの中国人老作家：関沫南著『記憶“哈

爾濱左翼文学事件”』の書籍の中にも特務科科長、名前は泉屋利吉、偽満州国哈爾濱警察庁

特務科が劉芳生ら 7名のハルビン法政大学の卒業生を拷問で死に至らしめたとある。さら

にベルリン自由大学が公開した「12名の日本人捕虜の証言」の中に泉屋の拷問のやり方は

「鬼のような看守でさえ、目をそらさずにいられない程残虐」であったと記載がある。その

証言の中で泉屋利吉の名前は23回も語られている。そうした歴史的史料から劉芳生を殺害

したのは100％と断定できないまでも99.8％ほぼ間違いないと解釈することができた。 

 

まとめ 

劉芳生は地下共産党大弾圧の「四・一五事件」に関連して逮捕されたことは間違いなく、

しかもこれに深く関わっていたのが敗戦後、真っ先に逃げ帰った特務で石川県野々市 (のの
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いち) 市に私立金沢工業大学を創立した泉屋利吉である。また、泉屋利吉は「四・一五事件」

以外にも法政大学事件、三肇事件、巴木東事件、左翼文学事件、国民党の東北三省党本部事

件など当時の反満抗日運動弾圧に中心的な役割を果たした人物で、何十名もの青年男女や

反満抗日運動の幹部を数多く殺害している。 

石川県金沢市と関わりが深い 731部隊の隊長石井四郎をはじめとする大幹部や中堅幹部

の軍医たちは自分たちには戦争犯罪がまるで無かったかのように、戦後の医学界や医薬産

業界、医療ビジネスの分野に堂々と復活し活躍している。彼らは謝罪や反省をするどころか、

反対に「平和」な仮面をすっぽりかぶり、何食わぬ顔でそんなことはやっていませんでした

とばかりに、息を殺し、平然と素知らぬさまを装い、社会生活を送っている。 

劉芳生の殺害に少なからず手を貸した偽満洲国ハルビン警察庁特務科の特務泉屋利吉も

同様に頬(ほお)被りする点は７３１部隊関係者と基本的には全く同じだが、泉屋の場合は若

い人を教え導く立場の教育界、学校教育事業に軸足を置き、平気な顔をして教育論を説いて

いるのだからその罪は一層重いといえる。 

こうした偽善者の裏の顔を暴き、その隠された裏の事実を白日の下に明らかにしていくこ

とは調査・探求によって本当のことを知り、事実を突き止めた者、研究に携わる者の責務で

はないかと戦後80年を迎えた今、強く感じている。 

 

（注）CCTV13及び黒竜江省テレビ局の取材を受ける際、彼らからハルビンまでの交通費やホ

テル代、果ては食事代まで負担しますとの申し出があったが、そのお気持ちだけを頂いて、丁重

にお断りした。これは受け入れ側の申し出を拒否したのではなく、こうした考えは「私の一貫し

たスタンス」なので悪く思わないで下さいと申し上げ了解してもらった次第だということを記し

て置きたい。 

 

 

（はせがわ・きよし：1949年生まれ、「福井中国語講習会」を主宰。今年創立４2周年を

迎えた。中国国内向けに放送された連続ラジオ・ドラマを『庶民が話す本場の中国語』

CD２枚と別冊「語法解説書」付テキストに集集。） 
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引間政好君を偲ぶ 

新宅 久夫 

謹んで引間政好君の死を悼み、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

思えば、彼は旧満州に於いて、敗戦後閻家駅（ジャムス市から

南に約120キロ鉄道駅）を下車して徒歩で約1時間歩くと、王

家屯がありそこに秩父中川村開拓団があった、1945年８月5日

頃、長兄は現地召集で軍に取られ、長姉は看護婦として陸軍病

院に勤務して家に居なかった。 

付近の中国農民が騒ぎ出し、不穏な空気を感じ急いで着の身

着のままで避難を始めた。 

隣の開拓団に合流したが、既に現地農民は日本人を襲い略奪

を始め犠牲者が続出し、方正県に向かい苦しい逃避行が始まっ

た、引間君の家族も途中、大羅蜜鎮で暴徒に襲われ両親を失い、

方正に到着前に次兄、長兄の嫁も犠牲に成り、次兄の嫁は中国

人の嫁になって、引間君を助けたという。 

その後 方正県伊漢通鎮から延寿県、尚志市を通って、徒歩で500キロを走破して、大都

会のハルビン市に辿り着いたが、既に日本への帰国事業が終了しており、中国政府は孤児と

して多数を収容して、餓死寸前の子供を救済して、少年班・青年班と年齢別に仕事を与え、

麻紐作業・布靴作製など、色々な作業の集団生活を牡丹江市で行った。 

内戦が落着き始めた頃、学習の機会が与えられ、瀋陽市に出来た日本人小学校に移動、寄

宿舎が準備され、戦災孤児・遠隔地の日本人学童の集団生活が始まった。 

 

満州国時代の大手企業

の独身寮を改造して、瀋

陽市立日本人小学校がス

タートした。 

一階に生徒 20人収容

の男子部屋二部屋、女子

部屋二部屋があり、食堂・

炊事場・トイレ・講堂の他、

男の先生、女の先生、教頭

先生（家族四人の部屋）の

部屋、二階は職員室トイ

レ・1年～６年生の教室に、

特別室は進学の為の教室で、7年生とも言った。私は上級生で寮長を務め下級生の面倒を見

た。 

引間君は昭和 9年生まれで同級生だが、逃避行の結果学年は 2年下だった。彼とはウマ

が合い逃避行の苦労話や、秩父中川村の分村で渡満した経緯など、方正県に辿り着くまでを、
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克明に覚えており興味深く、寄宿舎で暇があるとよく聞いたものだった。 

1953年故郷に引揚げたところ、行方不明の長兄・長姉はシベリヤに捕虜として連行の後、 

運よく先に帰国していた。 

孤児と思っていた彼は兄姉の支援で、職業訓練所で板金技術を習得して、事業が成功して

いたところ、不幸にも癌が見つかり膵臓手術を行い、転移の恐れから4回手術を行い、順調

に体調回復していた。根っからの楽天家で昨年11月１日、銀座SAN-MI高松で、 

瀋陽市日本人小学校同窓会を元気に出席、また会う約束をしたが、今年の一月になって家族

より、彼は昨年11月１5日に自宅にて心臓発作で亡くなったと聞き、まさかと俄かに信じ

られませんでした、よい友人を失い残念でなりません。 

合掌 

 

 

（しんたく・ひさお：1935（昭和10）年、旧満州の新京（現、長春）に生まれ、父親の仕

事の関係でその後ハルピンに移り、日本の敗戦をハルピンで迎えた。敗戦後も中国で残り、

1953 年に日本に帰国。日中貿易に従事される一方、関東日中平和友好会会長など日中友好

運動に関わってきた。） 
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 ↕╪─ ⌐ 3 ╩∕╣∙╣₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉≤⇔√
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 ↔ ⌐│ ⅜№╢⁹ 

1.₈ ⌐ ∆╢ ₉     19957   

2₈ ⅜ ⇔√ ₉ 20009   

3₈ ─ ₉       20139   

4₈₈ ₉─ ₉        20177   

 

 

19474 ╗∆∆ה ─∆╕ ⁸ ╕╣⁹1971 ⁸1979

☿fi♃כ ⁸1996 ꜟכ▫♥☻ꜟ♫ꜛ◦♫ ⁸2000 ⁸ ♥▫

♩ⱴ♇◒☻♁ⱨכ ╩ ≡⁸ ⁸ ┘

 

 

 

 

https://www.amazon.co.jp/%E3%80%8C%E9%96%8B%E6%98%8E%E8%B7%AF%E7%B7%9A%E3%80%8D%E3%81%8C%E4%B8%BB%E5%B0%8E%E3%81%97%E3%81%9F%E6%98%8E%E6%B2%BB%E7%B6%AD%E6%96%B0-%E6%9C%89%E9%A6%AC-%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E7%94%B7/dp/4887770022/ref=sr_1_3?dib=eyJ2IjoiMSJ9.PqMHHlT6ZWqe7lYFjSuD6wmQ5Izw8kIbJOW1L1XZ9IMJ1H7NQfb9XUmFtBNHUFUJ.3SMic2BtFwWhwTPrH7TwThHFzB_H1iIR9tPsZzGK6-w&dib_tag=se&qid=1753678867&s=books&sr=1-3
https://www.amazon.co.jp/%E3%80%8C%E9%96%8B%E6%98%8E%E8%B7%AF%E7%B7%9A%E3%80%8D%E3%81%8C%E4%B8%BB%E5%B0%8E%E3%81%97%E3%81%9F%E6%98%8E%E6%B2%BB%E7%B6%AD%E6%96%B0-%E6%9C%89%E9%A6%AC-%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E7%94%B7/dp/4887770022/ref=sr_1_3?dib=eyJ2IjoiMSJ9.PqMHHlT6ZWqe7lYFjSuD6wmQ5Izw8kIbJOW1L1XZ9IMJ1H7NQfb9XUmFtBNHUFUJ.3SMic2BtFwWhwTPrH7TwThHFzB_H1iIR9tPsZzGK6-w&dib_tag=se&qid=1753678867&s=books&sr=1-3
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＜ ご 報 告 ＞ あ り が と う ご ざ い ま し た ！ 

 前号の39号入稿後、2024年11月30日以降に会費及びカンパをいただいた方々のお名

前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。中には、流麗な書き

方故に、判明しづらい字がありますので、その点はできればわかるように書いていただけれ

ば幸甚です。よろしくお願いいたします。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

山口直樹 中村大真 高橋守男 佐藤すみ江 亀山英雄 柳瀬文恵 岡本真希子 滝永登

吉川孝人 湯川誼 高田京子 片岡裕子 大野正夫 正田昌晴 岡崎雄兒 辻康子  

寺本久子 神田秀一 肥後茂樹 川村範行 竹井成範 佐藤守男 広田彰夫 牧梶郎 

小玉正憲 小早川のぞみ 出口御遊 小出公司 川田明良 伊藤昭 東海林次男 松岡勲 

﨑山ひろみ 大島満吉 田中正昭 黒木皆夫 田澤仁 清水醇 蓼沼紘明 津久井洋  

大西房子 早川浩市 一色若夫 原田作 中島幼八 長澤保 中島茂 原紀道 大西広 

錦織葆 矢吹晋 戸塚章介 阿部則司 安間ちょう子 宮城恭子 篠原淳子 網代正孝 

山中広伸 清嶋一順 松崎直子 NPO法人やまなみ 小林淨子 栁澤永一 村田和代 

野中酉夫 岩下寿之 水野恵子 下山田誠子 萩原洋子 浅田勝美・美奈子 野田尚道 

木村護郎クリストフ 林秀行 町田忠昭 増田千賀子 大田宣也 中井詔太郎 十時哲哉 

寺本康俊 手塚登士雄 一條三子 堀之内修 神崎多實子 山本武 和田学 加藤まり子 

新宅久夫 三上智恵子 小松顕 平山奈々子 小山淑子 中西まさみ 川崎省一 橋爪均

吉川雄作 上野千鶴子 フジカワタクマ 桐山喜代子 武村恵理 古海建一 田中澄江 

黒岩満喜 オオサワダイスケ 河西達雄 長谷川清司 橋本聰 杢邦治 中澤道保  

栗原彬 岩間孝夫 伊原忠・泰子 松成亮太 巻口清美 團野廣一 椎名鉄雄 伊東秀子 

久保孝雄 永沼眞由美 高橋礼二郎 馬場永子 西岡秀子 小池イヨ子 山内るり  

鈴木重治 廣島美智子 村上弘充 岡田弥生 齋藤實 今村美亜子 春日井治 楠山忠之 

小田淑代 常松勝 秋吉任子 佐々木啓之 田宮昌子 竹内良男 櫻庭ゆみ子 朝浩之 

新谷陽子 松本莉恵 斎藤忠雄 新海博枝 宮武正明 白濱洋征 川合継美 根田春子 

加藤善夫 貞平浩 千島寛 酒井武史 石堂隆 藤江雅子 加藤毅 三橋牧 星野郁夫 

依田高明 小玉裕美 平沢千恵子 大久保勲 渡辺保雄 日野正子 藤村光子 藤川琢磨 

高木美保子 酒井誠 北村栄 岡庭成己 大庭篤夫 矢野一弥 福岡安則 山口榮一  

團野苑代 藤井盛 三原容子 西原茂樹 ナガシマヤスオ 新田百合子 島辰夫 小渕章

阿久津国秀 井口和子 葛目苑子 髙木雅之  桐越大道 イナダケンタロウ 赤羽茂乃 

コニシコイチ 清野浩志 齋藤敏文 塚田恵子 須貝祐一 堀内博史 林伸豪 小畑正子 

山下美子 村田和代 古賀勇一 金成弘美 日高春乃 千葉俊介 野沢淑子 田辺実  

安田安正 タナカサジロウ 山内和雄 小柴玲子 是洞三栄子 塚原すみ子 上西隆全  

伊藤俊彦 田淵裕子 松本範子 栃原広幸 NPO 法人現代女性文化研究所 伊藤眞理子 

中島紀子 落合智恵子 藤崎和喜 奥本由利子 長谷川順一 井上定彦 谷口恵子  

及川康年 富田英司 服部健治 小阪裕二 南村豊實 柳田正子 吉田敬子 小関光二 

高橋正宏 佐藤ナヲ 小野澄江 藤勝徳 シオタニユカリ 河野光男 石飛仁 黒田昌宏 

宮本雄二 小柳保征・公代 宮岸清衛 石川尚志 藤原知秋 三島泉 石川尚志 

（順不同・敬称略） 
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

―「方正友好交流の会」へのお誘い― 

 

1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によっ

て多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる

白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したいので許

可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を経て中央

へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されました。 

 

 1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの人た

ちに知られておりません。 

 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されている公

墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本人の中国

への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベルでの友愛精神

を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方のご支援ご協力をい

ただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円 団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

■会費・ご寄付・カンパは、下記までお振込みください。 

・（郵便局）郵便振替口座番号：00130-5-426643 加入者名：方正友好交流の会 

 

・ゆうちょ以外の金融機関からの振込先： 

 銀行名：ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900） 

 店名：〇一九店（ゼロイチキユウ店）（店番：019） 

 預金種目：当座  口座番号：0426643  口座名：方正友好交流の会 
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